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海
と
民
衆
知
・
個
人
知 

（
1
部
） 
服
部
英
雄 
／ （
2
部
） 
楠
瀬
慶
太

Sea
and

F
olk

W
isdom

/Tacit
K

now
ledge

         
     
     
  
      
   
     

　

１
部
（
航
海
技
術
と
民
衆
知
）
で
は
ま
ず
中
世
の
文
献
資
料
を
手
が
か
り
に
航
海
技
術
を
考
え
た
。

は
じ
め
に
宣
教
師
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
の
報
告
（
１
５
６
３
年　

月　

日
付
書
簡
）
に
「
日
本
人
は

１１

１７

夜
間
航
海
し
な
い
」
と
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
。
こ
れ
は
通
常
、
夜
間
に
は
労
働
を
し
な

い
と
い
う
こ
と
と
同
等
の
意
味
に
す
ぎ
な
い
が
、
船
を
操
る
人
は
夜
を
避
け
た
。
特
殊
に
は
、
必
要

が
あ
れ
ば
夜
間
も
航
海
す
る
。
た
だ
し
危
険
を
伴
っ
た
。
つ
ぎ
に
治
承
四
年
『
高
倉
院
厳
島
御
幸

記
』
を
検
討
し
た
。
貴
族
の
場
合
、
夜
間
航
海
は
し
な
い
。
夜
間
航
海
は
危
険
が
あ
っ
た
。
航
海
技

術
は
潮
の
流
れ
を
見
極
め
、
時
間
調
整
を
す
る
。
し
か
し
毎
日
か
な
ら
ず
朝
に
船
出
す
れ
ば
、
時
間

的
に
逆
潮
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
沿
岸
流
（
反
流
）
や
微
弱
流
・
部
分
流
に
の
っ
て
、

人
に
よ
る
漕
力
を
駆
使
し
た
。『
大
和
田
重
清
日
記
』
で
も
、
夜
間
航
行
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。『
言

継
卿
記
』
に
み
る
伊
勢
湾
航
海
は
原
則
と
し
て
潮
に
乗
っ
て
、
短
時
間
に
横
断
す
る
が
、
潮
の
速
さ

の
み
で
は
日
記
に
記
載
さ
れ
た
時
間
内
に
到
着
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
、
風
力
と
人
力
を

必
要
と
し
た
。
湾
内
南
北
通
行
の
場
合
は
、
航
海
が
長
時
間
に
及
ぶ
た
め
、
潮
が
順
で
あ
る
時
間
帯

内
に
通
過
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
逆
潮
の
航
海
も
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

１
部
後
半
及
び
2
部
で
は
現
地
で
聞
き
取
っ
た
潮
流
と
海
の
地
名
に
つ
い
て
具
体
的
に
（
１
）

浜
・
磯
（
２
）
岬
（
３
）
山
（
４
）
瀬
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
長
崎
県
平
戸
島
春
日
・
福
岡
県
糸

島
半
島
の
事
例
を
報
告
し
た
。
瀬
の
よ
う
に
つ
ね
に
海
中
に
あ
っ
て
、
地
図
に
も
掲
載
さ
れ
ず
、
文

字
化
さ
れ
な
い
地
名
が
あ
る
（
一
部
は
海
図
に
記
載
）。
そ
う
し
た
海
の
地
名
は
操
業
・
山
見
･
枡

網
（
定
置
網
）
な
ど
の
漁
業
に
必
要
な
も
の
ば
か
り
で
、
民
衆
知
（
漁
業
技
術
）
と
一
体
化
し
て
い

る
。
し
か
し
じ
っ
さ
い
に
は
他
人
に
は
容
易
に
は
教
え
な
い
個
人
知
も
一
部
に
あ
っ
て
、
共
有
さ
れ

な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
航
海
技
術
、
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
、
大
和
田
重
清
日
記
、
言
継
卿
記
、
夜
間
航
海

　

瀬
、
山
見

１
部　

航
海
技
術
と
民
衆
知

笊
夜
間
の
航
海
・
宣
教
師
ア
ル
メ
イ
ダ
の
認
識

笆
治
承
四
年『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』の
航
海
技
術

笳『
大
和
田
重
清
日
記
』

笘『
言
継
卿
記
』に
み
る
内
海
航
海
術

笙
平
戸
島
春
日
・
反
流
と
海
の
地
名

２
部　

漁
撈
活
動
と
民
衆
知
・
個
人
知

﹇
論
文
要
旨
﹈

H
AT

T
O

R
I

H
ideo

 
 
  
 
 
   
     
（P

art1

 
    
）and

K
U

SU
N

O
SE

K
eita

      
 
  
 
 
  
  
     
（P

art2

 
    
）



278

1
部　

航
海
技
術
と
民
衆
知

笊
夜
間
の
航
海 
・ 
宣
教
師
ア
ル
メ
イ
ダ
の
認
識

　

古
代
中
世
の
日
本
人
は
夜
に
航
海
を
し
た
の
か
。
自
明
の
問
い
で
、
遣
隋
使
に
し

て
も
遣
唐
使
に
し
て
も
、
夜
に
航
海
し
な
け
れ
ば
中
国
大
陸
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
北
斗
七
星
を
見
て
方
角
を
知
る
こ
と
が
夜
間
の
航
海
に
必
要
だ
っ
た
。

　
『
平
家
物
語
』
で
は
元
暦
元
年
（
寿
永
三
年
、
一
一
八
四
）
二
月
十
六
日
、
夜
間

（
丑
の
刻
）
に
淀
川
河
口
を
出
、
翌
朝
（
卯
の
刻
、
午
前
五
〜
七
時
）
阿
波
に
上
陸

し
た
と
い
う
源
義
経
の
活
躍
が
語
ら
れ
る
。
大
潮
の
夜
は
最
大
干
潮
と
な
る
。
潮
の

流
れ
に
は
逆
に
な
る
夜
間
の
船
出
は
不
自
然
に
す
ぎ
る
と
は
い
え
〔
服
部
英
雄
「
水

軍
と
は
何
か
」、
五
味
文
彦
編
『
源
氏
対
平
氏
』
別
冊
歴
史
読
本
五
六－

六
四
頁
〕、
卯
の

刻
到
着
の
記
述
は
『
吾
妻
鏡
』
も
同
じ
で
あ
る
。
突
拍
子
も
な
い
話
し
で
は
な
く
、

ご
く
自
然
に
う
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。
明
白
に
夜
間
に
も
航
行
が
で
き
て
い
る
。

　

し
か
し
い
っ
ぽ
う
で
夜
間
航
海
は
特
殊
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
発
言
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
人
は
日
の
出
後
で
な
け
れ
ば
船
を
動
か
さ
ず
、
日
没
前
に
は
停
泊
す
る

（
習
わ
し
）
で
あ
る
。

　

１
５
６
３
年　

月　

日
付
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
書
簡
〔　

・　

世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日

１１

１７

１６

１７

本
報
告
集
第
Ⅲ
期
第
２
巻
〕
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
と
し
８
月　

日
頃
に
大
村
純
忠

２５

の
死
に
伴
う
有
馬
危
機
の
知
ら
せ
が
届
く
。
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
ら
は
豊
後
を
出
発

し
、
四
日
の
距
離
に
あ
る
高
瀬
へ
陸
路
に
て
到
っ
た
。
同
地
で
は
七
里
（
レ
ー

グ
ァ
）
の
彼
方
に
あ
る
島
原
に
渡
る
た
め
の
船
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
三
日
間
滞
在
し
た
。

し
た
が
っ
て
９
月
３
日
頃
の
航
海
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
付
は
当
然
に
キ
リ
ス
ト
暦

（
西
暦
・
新
暦
）
で
あ
る
か
ら
、
和
暦
（
旧
暦
）
に
換
算
す
る
と
、
永
禄
六
年
八
月

六
日
と
な
る
。
半 
月 
の
月
明
か
り
は
あ
っ
た
。
夜
に
な
る
と
停
泊
し
て
し
ま
う
日
本

げ
つ

人
の
習
慣
の
た
め
に
、「
我
ら
（
ア
ル
メ
イ
ダ
）
は
当
港
に
宿
泊
せ
ざ
る
を
え
ず
、

翌
朝
日
の
出
後
に
出
発
し
、
二
時
間
で
口
之
津
に
着
い
た
」。

　

ア
ル
メ
イ
ダ
は
反
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
領
主
が
支
配
す
る
危
険
な
島
原
で
は
な
く
、

安
全
な
口
之
津
へ
の
到
着
を
心
か
ら
望
ん
だ
け
れ
ど
、
早
く
宿
に
入
り
た
い
と
思
う

船
頭
を
強
く
は
説
得
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
季
節
の
陰
暦
六
日
（
月
齢
５
日
）、
有

明
海
の
干
潮
は　

時
で
あ
っ
た
か
ら
（
潮
位
表
）、
島
原
か
ら
口
之
津
は
逆
潮
に

１８

な
っ
て
航
海
は
で
き
な
い
。
ア
ル
メ
イ
ダ
に
そ
の
知
識
は
な
か
っ
た
し
、
島
原
で
は
、

騒
ぎ
に
な
る
こ
と
が
、
危
険
を
増
大
さ
せ
た
。
ア
ル
メ
イ
ダ
は
船
倉
に
お
と
な
し
く

潜
む
以
外
に
な
か
っ
た
。
船
頭
の
行
為
に
不
満
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
習
わ
し
で
あ

る
と
い
っ
て
い
る
。
か
れ
の
発
言
か
ら
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
夜
の
航
海
は
ふ

つ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

風
は
強
く
、
口
之
津
ま
で
の
道
の
り
は
短
い
の
で
、
我
ら
は
船
に
乗
り
、
夜
に

到
着
し
た
。

　

こ
れ
は
同
じ
書
簡
の
う
ち
で
は
あ
る
が
、
ま
た
別
の
箇
所
で
の
発
言
で
、
先
の
事

件
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
島
原
を
出
発
し
当
地
に
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
「
当

地
」
は
「
有
馬
国
主
（
義
貞
）
の
義
父
の
領
地
」
で
（
島
原
は
）「
同
地
か
ら
三
、

四
里
あ
っ
た
」。『
藤
原
有
馬
世
譜
』
で
は
義
貞
妻
は
「
安
富
入
道
徳
円
女
」
だ
か
ら
、

義
父
は
安
富
氏
か
。「
当
地
」
は
有
家
か
有
馬
（
日
野
江
）
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら

な
ら
ば
口
之
津
ま
で
は
三
里
弱
（
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
だ
っ
た
。
風
の
条
件
が

よ
け
れ
ば
、
暗
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
船
を
出
し
た
。

　

な
お
こ
の
旅
は
横
瀬
浦
か
ら
口
之
津
に
向
か
う
も
の
で
、「
国
主
の
い
る
町
」
か

ら
逆
風
の
た
め
陸
路
を
行
っ
て
、
正
午
に
島
原
に
到
着
し
、
そ
の
あ
と
当
地
に
向
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か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

笆
治
承
四
年 『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』 
の
航
海
技
術

　

概
し
て
人
は
夜
に
は
行
動
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
い
え
ば
夜
間
交
通
は
特
殊
な
も

の
だ
っ
た
。
し
か
し
夜
間
も
航
行
で
き
れ
ば
、
旅
の
日
程
は
半
分
に
縮
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
ふ
つ
う
は
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
夜
間
航
海
を
避
け
た
こ
と

が
明
白
な
事
例
が
あ
る
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
で
あ

る
。
こ
の
記
録
は
平
家
に
護
衛
さ
れ
た
上
皇
、
公
卿
、
殿
上
人
ら
の
旅
で
あ
っ
て
、

民
衆
の
旅
で
は
な
い
。
し
か
し
当
時
最
高
の
航
海
技
術
が
推
測
で
き
る
。
随
行
し
た

中
将
源
通
親
の
記
録
で
あ
り
、
当
事
者
の
体
験
記
で
あ
る
〔『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』

は
『
群
書
類
従
』
お
よ
び
『
中
世
日
記
紀
行
集
』・
岩
波
『
新
日
本
文
学
大
系
』
所
収
〕。

　

こ
の
記
録
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
御
幸
当
時
に
讃
岐
守
少
将
で
あ
っ
た
平
時

実
（
時
忠
子
）
が
、「
讃
岐
中
将
」（
寿
永
二
年
・
一
一
八
三
に
任
官
）
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
か
ら
は
下
っ
た
寿
永
、
文
治
の
著
作
で
あ

る
と
す
る
見
解
も
あ
る
〔
水
川
喜
夫
『
源
通
親
日
記
全
釈
』
一
二
五
頁
〕。
し
か
し
他

の
大
多
数
の
人
々
の
官
位
は
い
ず
れ
も
治
承
四
年
当
時
で
あ
る
。
時
実
が
讃
岐
守
で

あ
っ
た
の
は
寿
永
よ
り
は
か
な
り
前
で
、
嘉
応
二
年
（
一
一
六
九
）
に
補
任
、
承
安

四
年
（
一
一
七
四
）
中
の
在
任
も
『
吉
記
』
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
治
承
元
年
（
一
一

七
七
）
以
降
は
藤
原
季
能
以
下
、
何
人
も
の
別
人
の
讃
岐
守
在
任
が
確
認
さ
れ
る

〔『
日
本
史
総
覧
』〕。
讃
岐
は
上
国
で
守
は
従
五
位
相
当
、
近
衛
少
将
は
正
五
位
、
中

将
は
従
四
位
相
当
で
あ
る
。
中
将
に
昇
任
し
た
の
ち
に
も
、
現
任
官
位
よ
り
も
下
位

の
職
名
た
る
「
讃
岐
中
将
」
と
よ
ば
れ
つ
づ
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
疑
問
が
あ
る
。
少

将
止
ま
り
だ
っ
た
な
ら
ば
、
最
終
の
任
国
司
が
呼
称
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
が
、
さ
ら

に
昇
進
し
た
の
ち
ま
で
も
、
以
前
の
中
途
段
階
の
職
名
で
よ
ば
れ
続
け
る
こ
と
は
な

い
と
思
わ
れ
る
（
課
長
に
な
れ
ば
係
長
時
代
の
兼
任
係
の
名
前
で
呼
び
続
け
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
）。
中
将
は
少
将
の
誤
記
で
あ
る
。
直
前
に
春
宮
亮
を
辞
し
た

平
重
衡
が
「
頭
亮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
御
幸
記
』
に
は
、
当
時
の
完
全

に
正
確
な
官
職
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
い
く
ぶ
ん
の
ち
に
整
理
さ
れ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
こ
と
も
当
然
に
お
こ
る
。

　

水
川
著
書
で
は
、
登
場
す
る
「
座
主
」
は
天
台
座
主
の
こ
と
だ
と
し
て
公
顕
の
任

期
に
よ
っ
て
、
本
書
の
成
立
は
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
以
降
に
下
げ
る
べ
き
だ
と

も
主
張
し
て
い
る
。
す
る
と
十
年
後
の
叙
述
に
な
っ
て
し
ま
う
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は

水
川
氏
の
明
ら
か
な
誤
り
で
、「
座
主
」
と
あ
っ
て
も
天
台
座
主
に
限
定
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
同
じ
く
こ
の
厳
島
行
幸
に
つ
い
て
記
す
『
平
家
物
語
』
を
み
る
と
、

公
顕
は
た
し
か
に
登
場
し
て
い
る
が
、
別
箇
所
に
「
座
主
尊
永
」
が
登
場
し
て
い
る

〔
角
川
文
庫
で
は
一
八
三
頁
〕。
尊
永
は
厳
島
明
神
別
当
だ
か
ら
、
こ
の
座
主
は
院
を

迎
え
に
き
た
厳
島
座
主
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
水
川
氏
の
時
代
判
定
は
当

た
っ
て
い
な
い
。『
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
』
は
日
記
そ
の
も
の
か
、
手
控
え
・
備
忘

録
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
、
同
時
代
史
料
に
準
ず
る
も
の
、
な
い
し
同
時
代
（
リ

ア
ル
タ
イ
ム
）
史
料
と
し
て
使
用
で
き
る
（
た
だ
し
後
述
す
る
が
、
こ
れ
は
往
路
の

記
述
の
み
に
い
え
る
こ
と
で
、
復
路
に
関
し
て
は
問
題
が
あ
る
）。

治
承
四
年
や
よ
ひ
（
陰
暦
三
月
）
十
七
日
（
＊
み
つ
の
浜
を
出
発
）

 
こ
ち 
風 
を
お
い 
て
、
く
だ
ら
せ
給
ふ
。 
さ
る 
の
時
に
、
川
じ
り
の 
て
ら
江 
と
い

（
東
） 

（
負
） 

（
申
） 

（
寺
江
）

ふ
所 
に
つ
か 
せ
給
ふ
（
＊
邦
綱
山
荘
）。
御
舟
な
が
ら
に
さ
し
い
れ
て
、
つ
り

（
着
）

ど
の
よ
り 
お
り 
さ
せ
給
ふ
。

（
降
）

　

治
承
四
年
、
高
倉
院
や
建
礼
門
院
は
厳
島
に
御
幸
し
た
。
瀬
戸
内
海
航
路
を
行
っ

た
が
、
一
部
区
間
は
陸
路
も
い
っ
た
。『
御
幸
記
』
の
ほ
か
『
山
槐
記
』
な
ど
に
記

録
が
あ
る
が
、
随
行
者
と
し
て
記
録
を
残
し
た
の
は
源
通
親
の
み
で
あ
る
。
神
崎
川

（
淀
川
）
河
口
・
寺
江
に
着
い
た
日
は
、『
山
槐
記
』
に
よ
れ
ば
三
月
十
九
日
（
今
日

可
着
御
河
尻
寺
所
也
）
で
あ
る
。

［海と民衆知・個人知］……服部英雄（１部）・楠瀬慶太（２部）
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こ
の
年
の
三
月
十
九
日
は
西
暦
（
太
陽
暦
・
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
）
４
月
７
日
に
相

当
し
、
同
じ
頃
四
月
上
旬
の
陰
暦
十
九
日
（
月
齢　

）
に
相
当
す
る
日
の
神
戸
の
潮

１８

位
を
見
る
と
、
申
の
刻
に
最
大
干
潮
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
（
２
０
０
９
年
４
月　
１３

日
で
は　

時　

分
が
最
大
干
潮
）。
淀
川
（
神
崎
川
）
を
引
き
潮
に
乗
っ
て
下
り
、

１５

２２

最
大
に
ひ
く
申
の
刻
に
航
海
を
終
了
し
、
寺
江
山
荘
で
宿
泊
し
た
。
船
は
内
陸
河
川

用
の
ヒ
ラ
ダ
船
で
舷
側
を
持
つ
外
洋
船
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
河
口
で
船
を
交
換
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

翌
日
（
二
十
日
）
は
雨
に
な
っ
た
。
前
日
「
東
風
」
を
負
っ
て
船
出
し
た
と
あ
る

よ
う
に
、
東
に
あ
っ
た
移
動
性
高
気
圧
は
こ
の
日
に
は
去
っ
て
い
た
。
一
行
は
接
近

す
る
低
気
圧
の
影
響
を
受
け
る
。

雨
か
く
ふ
ら
ば
、
あ
す
は
こ
れ
に
や
泊
ま
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
、
ま 
た
か
ち
よ 
り

（
徒
歩
）

や
福
原
ま
で
つ
か
せ
給
ふ
べ
き
。
あ
く
る
あ
し
た
、
雨
な
ほ 
は
れ 
や
ら
で
、

（
晴
）

 
日
つ
い
で  
か
ぎ
り 
あ
れ
ば
、（
略
）
雨
の
空
は
風 
さ
だ 
ま
ら
ず
と
て
、
か
ち
よ

（
日
な
み
） 

（
限
り
） 

（
定
）

り
御
幸
な
る

「
雨
の
空
は
風
定
ま
ら
ず
」
と
あ
る
。
前
線
が
接
近
す
る
と
、
風
向
き
は
変
わ
り
や

す
く
、
利
用
で
き
な
か
っ
た
。『
山
槐
記
』
に
よ
る
と
京
都
で
は
十
九
日
辰
刻
（
朝

七
時
）
ば
か
り
よ
り
小
雨
、
午
後
大
雨
風
加
。
二
十
日
陰
晴
不
定
、
朝
間
小
雨
。

『
明
月
記
』
で
は
十
九
日
安
芸
御
幸
、
朝
よ
り
雨
降
る
、
と
あ
る
か
ら
実
際
に
は
前

日
十
九
日
か
ら
雨
だ
っ
た
。
引
き
潮
の
流
れ
に
乗
っ
て
川
を
下
る
分
に
は
雨
は
支
障

が
な
か
っ
た
。

　

高
気
圧
か
ら
一
定
の
方
向
で
吹
く
安
定
し
た
風
し
か
航
海
に
は
利
用
で
き
な
い
。

上
皇
は
輿
だ
か
ら
高
貴
な
身
分
の
少
数
は
徒
行
で
も
雨
が
防
げ
た
。
降
雨
が
歩
行
に

支
障
に
な
る
の
で
は
な
く
、
不
安
定
な
風
に
よ
っ
て
方
向
を
失
う
こ
と
を
忌
避
し
、

徒
歩
を
選
択
し
た
。
蓑
笠
を
着
け
た
一
行
は
申
の
下
り
に
福
原
に
着
い
て
い
る
。

二
十
一
日
（
福
原
か
ら
高
砂
）

夜
を
こ
め
て
（
ま
だ
夜
が
明
け
ず
、
夜
明
け
ま
で
に
時
間
が
あ
る
間
に
）

う
ら
づ
た
ひ
、
は
る
ば
る
あ
ら
き
い
そ
べ
を
こ
ぎ
ゆ
く
ふ
ね
は
、
帆
う
ち
ひ
き

て
な
み
の
う
え
に
は
し
り
あ
い
た
り
、
福
原
の
入
道
は
唐
の
船
に
て
ぞ
、
海
よ

り
ま
い
ら
る

　

こ
の
叙
述
に
は
海
が
多
い
が
、
そ
れ
は
単
に
陸
か
ら
見
た
海
の
光
景
を
述
べ
た
だ

け
で
、
一
行
は
こ
の
日
も
陸
路
を
行
っ
た
。
清
盛
だ
け
は
唐
船
で
航
路
を
行
っ
た
。

陸
路
だ
か
ら
輿
や
そ
れ
を
担
ぐ
駕
輿
丁
た
る
八
瀬
童
子
ら
の
記
事
が
あ
る
。
播
磨
国

山
田
（
現
神
戸
市
垂
水
区
西
端
）
で
陸
上
の
昼
の
儲
け
が
あ
っ
た
。
明
石
海
峡
の
最

狭
部
を
過
ぎ
た
地
点
で
あ
る
。

か
ぜ
す
こ
し
あ
ら
だ
ち
て
、
波
の 
を
と 
も
、
け
あ
し
く
き
こ
ゆ
る
。
う
か
べ
た

（
音
）

る
ふ
ね
ど
も
す
こ
し
さ
わ
ぎ
あ
ひ
た
り

申
の
時
に
高
砂
の
泊
ま
り
に
つ
か
せ
た
ま
う
、
よ
も
の
舟
ど
も
碇
お
ろ
し
つ
ゝ
、

浦
々
に
つ
き
た
り

　

申
の
刻
に
高
砂
に
着
い
て
停
泊
、
で
あ
る
。
上
皇
御
座
舟
は
定
め
ら
れ
た
一
隻

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
砂
で
新
た
に
調
達
す
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、

川
尻
に
て
待
機
し
、
福
原
か
ら
の
清
盛
の
唐
船
と
と
も
に
、
海
路
を
空
舟
に
て
同
行

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陰
暦
二
十
一
日
（
月
齢　

）
に
相
当
す
る
日
は
、
２
０

２０

０
９
年
な
ら
ば
４
月　

日
で
あ
る
。
激
流
で
あ
る
明
石
海
峡
の
通
過
が
問
題
に
な
る

１５

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
潮
流
推
算
」
と
い
う
海
上
保
安
庁
海

洋
情
報
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
潮
汐
情
報
）

http://w
w
w
1.kaiho.m

lit.go.jp/K
A
N
K
Y
O
/T
ID
E
/curr_pred/index.htm

を
み
る
と
、
朝
９
時
か
ら　

時
ま
で
の
間
に
東
流
れ
か
ら
西
流
れ
に
潮
が
変
わ
る
。

１０
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こ
の
平
水
の
時
間
帯
に
、
海
峡
を
通
過
し
て
、　

時
か
ら
の
西
流
に
乗
れ
ば
よ
か
っ

１０

た
。「
か
ぜ
す
こ
し
あ
ら
だ
ち
て
」
と
あ
る
。
一
行
が
徒
歩
を
選
ん
だ
理
由
は
、「
風

が
強
く
、
浮
か
べ
た
る
船
が
騒
ぎ
あ
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
風
で
あ
る
。
行
幸
だ

か
ら
慎
重
だ
っ
た
が
、
多
く
の
船
は
問
題
に
せ
ず
、
航
海
し
た
。

　

高
砂
で
は
船
の
足
（
喫
水
）
が
深
く
、
港
へ
か
か
っ
た
の
で
、
端
船
三
艘
を
編
ん

だ
と
あ
る
。
こ
こ
ま
で
陸
路
で
使
わ
れ
て
き
た
御
輿
は
、
以
後
は
船
に
あ
げ
ら
れ
た
。

当
面
は
不
要
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
ぞ
、
国
々
へ
召
さ
れ
た
る
夫
な
ど
返
し
つ
か
わ
さ
る
ゝ

と
あ
っ
て
、
夫
役
は
帰
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
予
定
通
り
の
行
動
で
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
が
、
以
後
は
厳
島
ま
で
、
終
始
船
で
行
き
、
陸
路
を
行
く
こ
と
は
な

い
と
判
断
さ
れ
た
。

二
十
二
日
（
高
砂
か
ら
室
津
）

に
わ
と
り
の
ほ
の
か
に
聞
え
て

し
ほ
満
ち
ぬ
、
い
で
さ
せ
た
ま
ふ
べ
し
と
て
、
我
も
我
も
と
ふ
ね
ど
も 
い
と
な 

（
営
）

み
た
り
。

　

よ
く
朝
、
鶏
鳴
の
浦
霞
（
う
ら
う
ら
か
す
み
わ
た
り
て
）
に
船
出
し
た
。「
は
る

の
あ
け
ぼ
の
」
と
あ
る
。
先
導
役
の
唐
船
（
清
盛
御
座
船
）
か
ら
の
三
度
の
鼓
の
音

に
順
次
船
が
出
発
し
、
す
べ
て
の
船
が
出
て
か
ら
、
一
の
御
船
（
上
皇
御
座
船
）
が

出
発
し
た
。
水
主
等
の
動
き
が
活
発
な
よ
う
す
に
、
源
通
親
は
感
動
し
、
多
く
を
描

写
し
た
。

舟
こ
・ 
か
ん
ど
り 
な
ど
心
こ
と
に
さ
う
ぞ
き
た
り
。 
は
じ 
こ
か
し
の 
あ
ゐ
ず
り 

（
梶
取
） 

（
櫨
） 

（
藍
摺
）

に
、　 
き 
な
る
絹
ど
も
、
か
さ
ね
て
廿
人
き
た
り
。
な
ぎ
た
る
朝
の
海
に
、
船
人

（
黄
）

の
「
ゑ
い
や
」
声
め
づ
ら
し
く
ぞ
、
聞
こ
ゆ
る

声
を
合
わ
せ
て
の
「
エ
イ
ヤ
ー
ッ
」
と
い
う
声
が
「　
 
 
め 
ず
ら
し
い
」（
す
ば
ら
し
い
）

（
愛
）

と
賞
賛
し
て
い
る
。
一
斉
に
櫓
を
漕
い
だ
。
廿
人
と
あ
る
か
ら
二
十
挺
櫓
で
あ
ろ
う
。

早
舟
で
あ
る
。

　

櫓
こ
ぎ
の
船
で
は
、
必
ず
声
を
だ
し
た
。
そ
れ
が
「
ゑ
い
や
」
声
（
エ
イ
ヤ
ッ

声
）
で
あ
る
。
一
人
乗
り
・
一
挺
櫓
（
艪
）
は
別
と
し
て
、
複
数
櫓
で
は
漕
ぎ
手
が

揃
っ
て
、
櫓
の
動
き
を
合
わ
せ
な
い
と
船
足
が
落
ち
る
。
仮
に
四
挺
櫓
だ
と
、
櫓
が

中
央
の
左
右
舷
、
艫
（
と
も
、
後
、
船
尾
）
の
左
右
舷
と
な
る
。
前
側
の
二
挺
が
押

す
と
き
に
、
後
の
二
挺
は
引
い
た
。
櫓
は
引
く
と
き
の
方
が
、
よ
り
力
が
い
る
と
い

う
人
も
い
る
し
、
ど
ち
ら
も
同
じ
だ
と
い
う
人
も
い
る
。
エ
イ
シ
ョ
ー
、
ヨ
イ

シ
ョ
ー
。
ヨ
ッ
サ
ー
、
ホ
イ
サ
ー
。
後
が
引
く
と
前
は
押
す
。
前
が
引
け
ば
後
が
押

す
。
声
に
合
わ
せ
て
均
衡
を
と
り
、
効
率
的
に
前
進
で
き
た
（
南
島
原
市
大
江
、
永

野
誠
夫
氏
・
田
中
義
水
氏
よ
り
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
四
挺
櫓
の
場
合
、
左
の
艫
櫓

（
と
も
ろ
）
を
漕
ぐ
人
が
船
頭
で
、
そ
の
櫓
は
ほ
か
の
櫓
よ
り
も
大
き
め
に
な
っ
て

い
て
、
梶
の
役
割
を
し
た
）。

　

高
砂
浦
で
源
通
親
が
聞
い
た
エ
イ
ヤ
声
は
櫓
を
漕
ぐ 
水
主 
た
ち
の
掛
け
声
で
あ
っ

か

こ

た
。
櫓
に
は
腕
と
刃
が
あ
る
が
、
刃
の
部
分
は
長
く
翼
状
に
な
っ
て
い
て
、
漕
ぐ
こ

と
に
よ
り
推
力
・
抗
力
が
生
じ
る
。
前
と
後
の
櫓
が
左
右
逆
に
動
く
こ
と
に
よ
り
、

左
右
の
抗
力
が
相
互
に
打
ち
消
さ
れ
、
前
に
向
か
う
推
力
の
み
と
な
る
（
全
員
が
同

じ
向
き
に
漕
ぐ
と
蛇
行
す
る
）。
通
親
ら
は
高
砂
で
初
め
て
船
に
乗
っ
て
、
た
く
ま

し
く
日
焼
け
し
た
海
の
男
た
ち
の
声
に
感
動
し
た
。

　

陰
暦
二
十
二
日
（
月
齢　

）
に
相
当
す
る
日
は
、
２
０
０
９
年
な
ら
ば
４
月　

日

２１

１６

で
、
岡
山
県
宇
野
の
潮
位
を
見
る
と
午
前
三
時
に
満
潮
で
午
前
八
時
に
干
潮
だ
が
、

夜
間
ほ
ど
は
引
か
ず
十
四
時
に
再
び
満
潮
で
あ
る
。
そ
こ
で
ふ
た
た
び
「
潮
流
推

算
」
で
復
原
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
間
帯
は
早
朝
か
ら
朝
八
時
ま
で
、
西
に
向
か
う

船
に
は
逆
流
で
あ
っ
た
。

　
「
エ
イ　

ヤ
ー
ッ
」
声
も
逆
潮
だ
か
ら
こ
そ
、
一
段
と
気
合
い
が
入
っ
た
。
九
時
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以
降
は
十
三
時
ま
で
、
西
流
（
順
流
）
と
な
っ
て
潮
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
逆
流
・
順
流
と
い
っ
て
も
、
一
ノ
ッ
ト
（
時
速
一
、八
五
二
メ
ー
ト
ル
）
以
下
で

あ
る
。「
帆
う
ち
ひ
き
て
な
み
の
う
え
に
は
し
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
帆
も
風
を
受

け
た
。
午
後
二
時
に
は
ふ
た
た
び
逆
流
に
な
る
。　

午
の
時
か
た
ぶ
き
し
程
に
、
む
ろ
の
泊
ま
り
に
着
き
給
ふ
。

つ
く
し
へ
と
き
こ
ゆ
る
舟
ど
も
は
風
に
従
ひ
て
あ
れ
に
つ
く
よ
し
申
。

　

毎
日
早
朝
に
出
航
す
れ
ば
、
ど
こ
か
の
時
間
帯
で
逆
流
と
な
る
。
少
々
の
逆
流
は

沿
岸
流
（
反
流
）
に
乗
り
つ
つ
、
風
力
・
人
力
で
前
進
し
て
い
っ
た
。
時
間
や
労
力

が
か
か
っ
て
も
、
安
全
に
予
定
通
り
に
宿
泊
地
に
到
着
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
て
い

る
。
上
皇
に
従
う
御
幸
の
人
数
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
。
御
幸
記
に
は
「
殿
上
人
十

余
人
、
上
達
部
七
八
人
」
と
の
み
あ
る
。
実
際
に
は
公
卿
一
人
に
は
数
十
人
が
随
行

し
よ
う
。
さ
ら
に
平
清
盛
が
同
行
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
清
盛
を
警
護
す
る
侍
も
数

百
人
か
ら
千
人
は
い
た
は
ず
で
、
食
事
の
調
達
な
ど
か
ら
し
て
も
、
簡
単
に
予
定
・

行
程
は
変
更
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
日
は
午
の
刻
で
切
り
上
げ
た
。
早
す
ぎ
る
切
り

上
げ
で
、（
彼
方
を
行
く
）
筑
紫
舟
は
帆
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
風
に
従
っ
て
少
し
で
も

前
進
す
べ
く
「
あ
れ
」（
彼
）
に
つ
い
た
。
そ
れ
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。
そ

れ
で
も
一
行
は
潮
流
に
乗
る
こ
と
、「
楽
に
速
く
」
に
つ
い
て
は
熟
慮
し
て
い
る

（
後
述
）。

二
十
三
日
（
室
津
↓
児
島
）

空
も
晴
れ
風
も
静
ま
り
て
、
あ
り
あ
け
の
月
を
み
て
い
る
。
こ
の
日
は
児
島
に
停

泊
し
た
。

潮
少
し
干
て
、
御
船
着
き
給
。
汀
遠
け
れ
ば
御
輿
に
て
ぞ
登
ら
せ
給
。

　

残
念
な
が
ら
時
間
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
輿
で
行
っ
た
と
あ
る
。
汀
が
近
け
れ
ば

（
満
潮
だ
っ
た
な
ら
）
輿
は
使
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
端
船
は
小
さ
い
。

輿
は
船
に
置
い
て
お
い
た
方
が
楽
に
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
小
潮
で
あ
る
。
み

や
こ
人
で
も
難
波
潟
の
光
景
は
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
も
、
当
時
の
児
島
湾

は
小
潮
で
あ
っ
て
も
、
干
潮
時
に
は
、
は
る
か
遠
く
に
ま
で
陸
が
遠
の
く
。
驚
い
て

輿
が
必
要
で
あ
る
と
指
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
じ
っ
さ
い
に
は
艀
（
端
船
）
を

使
っ
て
干
潟
の
中
の
澪
（
干
潮
時
河
川
）
を
漕
い
で
行
く
か
ら
、
輿
は
ほ
と
ん
ど
使

わ
ず
と
も
す
ん
だ
は
ず
で
、
文
意
が
取
り
づ
ら
い
。

二
十
四
日
（
児
島
↓
備
中
瀬
見
）

寅
の
刻
に
鼓
を
打
ち
て
（
出
帆
）

二
十
五
日
（
瀬
見
↓
安
芸
馬
島
）

申
の
刻
に
安
芸
国
む
ま
島
と
い
ふ
所
に
着
く

二
十
六
日
（
馬
島
↓
宮
島
）

日
さ
し
い
づ
る
程
に
い
で
さ
せ
給
。
午
の
刻
に
宮
嶋
に
つ
か
せ
給
。

潮
引
く
程
に
て
、
御
所
へ
御
ふ
ね
入
ら
ね
ば
、
端
船
に
て
ぞ
降
り
さ
せ
給
。

潮
満
た
ば
、
御
船
を
さ
し
よ
せ
ん
支
度

　

到
着
時
に
干
潮
だ
っ
た
の
で
は
逆
流
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
御
座
船
進
行

に
支
障
は
な
か
っ
た
。
さ
き
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
潮
流
推
算
」
の
２
０
０
９
年
４

月　

日
の
場
合
を
み
る
と
、　

時
頃
、
瀬
戸
内
海
主
流
の
東
流
が
二
ノ
ッ
ト
近
く
あ

２０

１０

る
と
き
に
厳
島
に
向
か
う
緩
や
か
な
北
流
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。　

時
か
ら　

時

１１

１２

に
か
け
て
は
平
水
状
態
と
な
る
。
宮
島
は
本
土
沿
岸
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
接

近
で
き
る
潮
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

二
十
一
日
に
福
原
を
発
し
、
二
十
六
日
に
宮
島
に
到
着
し
た
。
こ
の
間
六
日
間
で

三
百
キ
ロ
（
広
島
神
戸
）
だ
か
ら
一
日
五
十
キ
ロ
で
あ
る
。
五
十
キ
ロ
を
歩
く
な
ら
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時
間
以
上
か
か
る
か
ら
、
船
は
か
な
り
速
い
と
い
え
る
。
上
記
の
旅
は
御
幸
の
事

１２例
で
あ
っ
て
、
民
衆
の
船
旅
と
は
対
極
に
あ
る
。
何
よ
り
安
全
性
・
確
実
性
を
求
め

た
。
し
か
し
そ
の
航
海
術
は
民
衆
知
の
集
積
で
あ
り
、
民
衆
知
の
頂
点
で
も
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
帰
路
（
復
路
）
を
み
る
。

四
月
一
日

ま
だ
陰
り
た
れ
ど
、
雨
や
み
に
た
れ
ば
、
舟
ど
も
湊
を
出
た
り
し
か
ば
、
浦
々

泊
々
う
ち
過
ぎ
つ
ゝ

空
晴
れ
て
日
ざ
し
あ
が
る
程
に
、
我
も

く
と
舟
ど
も
帆
う
ち
か
け
て
、
雲
の

波
、
煙
の
波
を
分
け
て
走
り
あ
ひ
た
り
。

備
前
国
内
海
通
ら
せ
た
ま
ふ
。
日
入
り
が
た
に
児
島
に
つ
か
せ
た
ま
ふ
。

　

す
こ
ぶ
る
順
調
な
運
行
だ
っ
た
。
し
か
し
往
路
に
は
二
日
半
か
か
っ
た
児
島
宮
島

間
を
わ
ず
か
一
日
で
行
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
以
下
二
日
、
三
日
の
記
事
が
な
い

が
五
日
に
は
高
砂
に
着
い
た
。
往
路
で
は
高
砂
・
児
島
間
は
二
日
半
で
あ
る
か
ら
四

日
を
要
す
る
の
は
不
審
で
、
児
島
着
は
一
日
で
は
な
く
二
日
で
あ
ろ
う
。『
平
家
物

語
』
は
「
二
日
の
日
は
備
前
の
児
島
の
泊
に
着
か
せ
給
ふ
」
と
し
て
い
て
こ
の
方
が

正
確
で
あ
る
。

四
日
の
暁
、
御
船
出
さ
る
。
夜
舟
漕
ぐ
声
、
ま
こ
と
に
う
ら
悲
し
げ
に
聞
こ
ゆ

五
日　

雨
降
り
し
か
ば
高
砂
の
泊
に
着
か
せ
給
。

　

以
下
福
原
ま
で
は
陸
路
を
行
き
、（
五
日
）
申
の
刻
に
福
原
に
到
着
し
た
。
こ
の

高
砂
以
後
は
『
平
家
物
語
』
の
記
事
に
は
、
五
日
播
磨
国
や
ま
と
（
山
田
）
の
浦
に

着
き
、
そ
れ
よ
り
輿
で
福
原
へ
と
あ
る
（「
酉
の
刻
」
山
田
着
と
す
る
本
も
あ
る
と

い
う
が
未
確
認
。「
酉
の
刻
」
に
福
原
着
で
は
な
く
、
山
田
着
だ
と
、
か
な
り
の
矛

盾
が
あ
る
）。
高
砂
・
福
原
は
一
日
行
程
だ
か
ら
、
実
際
に
は
前
の
日
に
高
砂
に
着

い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雨
で
船
旅
を
打
ち
き
る
点
は
そ
れ
ま
で
の
記
述

に
同
じ
で
あ
る
。

　

流
れ
の
速
い
明
石
海
峡
を
船
で
通
過
す
る
こ
と
を
避
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先

に
み
た
よ
う
に
、
船
の
通
行
自
体
は
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
安
全
性
を
最
重

視
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

治
承
四
年
四
月
一
日
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
１
１
８
０
年
５
月
４
日
で
、
四
日
は
７

日
で
あ
る
。
こ
の
日
に
近
似
し
た
季
節
の
新
月
は
２
０
０
９
年
４
月　

日
で
朝
の　

２５

１０

時
過
ぎ
と
真
夜
中
の　

時
近
く
が
満
潮
で
あ
る
。
四
日
（
三
日
月
の
翌
夜
）
相
当
の

２４

日
は
４
月　

日
で
、
深
夜
２
時
と
午
後
１
時
（　

時
）
が
満
潮
で
、
一
日
よ
り
３
時

２８

１３

間
ほ
ど
満
潮
時
間
が
遅
れ
る
。
一
日
記
事
で
は
雨
の
う
ち
は
風
が
使
え
な
か
っ
た
。

潮
流
推
算
で
は
午
前
中
潮
は
全
く
逆
で
、
平
水
は　

時
頃
。
以
後
や
っ
と
東
へ
の
流

１１

に
な
る
。
雨
が
止
ん
で
、
西
か
ら
移
動
性
高
気
圧
が
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
見
越
し

て
帆
を
打
ち
か
け
て
波
を
分
け
て
前
進
し
た
か
。
潮
に
乗
っ
た
午
後
な
ら
ば
快
調
に

進
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
記
述
は
『
平
家
物
語
』
に
も
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は

日
が
ち
が
っ
て
い
て
五
日
の
航
海
と
な
っ
て
い
る
。
五
日
も
潮
流
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
か

ら
、
午
後
に
な
れ
ば
潮
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
間
の
記
述
は
『
御
幸
記
』
と
『
平
家
物
語
』
に
奇
妙
に
共
通
性
が
あ
っ
て
、

あ
る
い
は
『
御
幸
記
』
復
路
記
述
は
通
親
の
日
記
そ
の
も
の
で
は
な
く
、『
平
家
物

語
』
の
踏
襲
で
は
な
い
の
か
と
疑
わ
せ
る
。
そ
う
な
ら
ば
一
次
史
料
で
は
な
い
。
四

日
朝
の
場
合
、『
御
幸
記
』
で
は
夜
舟
と
あ
る
が
、
暁
の
航
行
で
あ
る
。
ま
も
な
く

世
が
明
け
る
時
間
帯
に
は
暗
く
と
も
船
出
し
た
。
潮
流
推
算
で
は
岡
山
か
ら
神
戸
で

は
深
夜
が
東
流
で
あ
る
。
早
朝
か
ら
午
前
中
の
潮
は
逆
で
あ
っ
た
。
潮
流
も
激
し
い

海
峡
は
別
と
し
て
、
広
い
海
で
は
反
流
を
拾
い
つ
つ
、
風
力
、
漕
力
で
進
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
。『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
解
題
で
は
「
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
は
本
書

を
利
用
し
て
物
語
っ
て
い
る
」、
と
解
説
す
る
の
だ
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。
逆
の
よ

う
で
も
あ
る
。
日
程
の
矛
盾
も
多
く
あ
っ
て
、
帰
路
に
つ
い
て
は
、
は
た
し
て
「
源
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通
親
日
記
」
そ
の
も
の
と
見
な
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

　

な
お
時
代
は
下
る
が
、
関
が
原
前
夜
の
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
七
月
十
五
日
、

軍
団
を
率
い
て
広
島
を
船
で
出
発
し
た
毛
利
輝
元
は
、
十
九
日
に
大
坂
に
到
着
し
て

い
る
〔
吉
川
家
中
并
寺
社
文
書
一
〕。
三
六
〇
キ
ロ
を
僅
か
五
日
だ
か
ら
一
日
七
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
軍
団
の
移
動
だ
っ
た
か
ら
、
速
度
を
最
優
先
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
出
発
し
た
の
は
や
は
り
大
潮
の
日
十
五
日
で
あ
っ
た
。
夜
間
も
船
中
泊
し
、
で

き
る
か
ぎ
り
航
海
を
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
福
原
・
宮
島
間
六
日
だ
っ
た
高
倉
院
の
場
合
も
相
当
に
早

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
急
い
で
い
っ
て
も
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
い
っ
て
も
、
一
日
ほ

ど
の
差
し
か
な
か
っ
た
。
風
待
ち
潮
待
ち
で
ム
ダ
に
過
ご
す
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
海
を
知
り
つ
く
し
た
集
団
が
船
を
操
作
し
た
と
推
定
で
き
る
。

　

な
お
淀
川
を
下
る
記
事
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
大
潮
に
下
っ
て
い
る
。

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
四
月
一
〜
三
日
条
（『
玉
葉
』）

・
皇
嘉
門
院
（
崇
徳
天
皇
中
宮
）
は
今
暁
に
出
発
し
、
淀
川
（
神
崎
川
）
を
下
っ
て

夜
に
「
河
尻
寺
江
山
庄
」（
邦
綱
山
荘
）
に
宿
泊
、
二
日
に
天
王
寺
に
参
詣
し
、

三
日
の
明
け
方
（
今
旦
）
寺
江
に
戻
っ
た
。

　

引
き
潮
で
淀
川
河
口
へ
。
満
ち
潮
の
間
宿
泊
。
さ
ら
に
午
前
沖
ま
で
出
て
、
つ
ぎ

の
満
ち
潮
を
利
用
し
て
天
王
寺
へ
、
同
様
に
翌
朝
河
尻
へ
行
っ
た
。

　

ほ
か
に
も
『
尼
崎
市
史
』
第
四
巻
史
料
編
古
代
中
世
に
い
く
つ
か
事
例
が
あ
る
。

笳 『
大
和
田
重
清
日
記
』

　

夜
の
航
海
に
関
し
て
『
大
和
田
重
清
日
記
』
の
記
述
に
よ
っ
て
肥
前
名
護
屋
・
長

崎
間
の
航
海
を
見
た
い
。

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）

＜

往
路＞

（
七
月
二
十
七
日
）
カ
コ
ス
ク
ナ
シ
ト
申
付
四
人
被
添
、
四
ノ
下
（
午
前　

時
）

１１

出
船
、
平
戸
へ
八
下
（
午
後
３
時
）
ニ
着
、

（
七
月
二
十
八
日
）
巳
之
上
ニ
（　

時
に
平
戸
を
）
出
船
、
長
崎
へ
三
十
五
里
、

１０

日
暮
ル
マ
ゝ
半
途
ニ
懸
ル

（
七
月
二
十
九
日
）
夜
明
テ
出
船
、
巳
下
（
午
前　

時
）
ニ
長
（
崎
）
ヘ
着

１１

＜

帰
路＞

（
八
月
三
日
）
未
明
ニ
出
船
、
塩
時
待
ト
テ
舟
ヲ
着
休
息
ス
、
未
之
下
（
午
後

３
時
）
出
ス
、
追
手
ナ
ク
テ
又
懸
ル
、
船
中
ニ
テ
月
ヲ
ガ
ム

（
八
月
四
日
）
未
明
ニ
舟
押
出
、
十
里
程
ニ
テ
舟
ヲ
寄
、
水
ヲ
立
、
皆
シ
タ
ゝ

メ
ヲ
ス
ル
、
七
時
（
朝
４
時
）
舟
出
シ
テ
平
戸
ヘ
五
之
下
（
夜
９
時
）
ニ
着
、

夜
中
之
間
船
中
ニ
臥
、

（
八
月
五
日
）
明
テ
本
宿
ヘ
ア
カ
リ
候
ヘ
ハ
（
略
）、
昼
程
舟
出
ス
、
追
い
ア
リ

テ
八
之
下
（
午
後
３
時
半
）
ニ
着
陣
ス
ル

　

水
主
が
少
な
い
か
ら
四
人
を
増
や
し
た
と
あ
る
。
交
代
要
員
で
あ
ろ
う
。
乗
っ
た

舟
は
四
挺
櫓
以
上
の
規
模
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

２
０
０
９
年
９
月　

日
（
月
齢　

、
旧
暦
二
十
七
日
）
の
長
崎
は
朝
５
時
半
と
夕

１６

２６

方　

時
が
満
潮
、
午
前
０
時
と
昼　

時
が
干
潮
で
あ
る
。
９
月　

日
（
月
齢
２
）
で

１９

１２

２１

は
午
前
午
後
そ
れ
ぞ
れ
３
時
が
満
潮
、
３
時
が
干
潮
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
潮
流
推
算
は
こ
の
地
域
の
デ
ー
タ
が
な
い
。
満
潮
時
に
は
湾
奥
へ
の
流

れ
が
あ
り
、
干
潮
時
に
は
逆
に
な
っ
た
。
八
月
三
日
は
こ
の
潮
の
動
き
に
よ
く
合
う

が
、
潮
待
ち
を
し
た
の
に
、
追
い
風
が
な
く
再
度
船
掛
け
を
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、

潮
と
風
の
双
方
が
な
け
れ
ば
船
は
進
め
な
か
っ
た
。

　

七
月
二
十
八
日
で
は
夜
に
な
る
か
ら
船
掛
を
す
る
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
航
海
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で
は
原
則
と
し
て
夜
間
は
停
泊
し
て
い
る
。
た
だ
昼
か
ら
の
航
海
の
延
長
と
し
て
夜

九
時
ま
で
船
を
進
め
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
目
的
地
の
平
戸
ま
で
は
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

笘 『
言
継
卿
記
』 
に
み
る
内
海
航
海
術

　
『
言
継
卿
記
』
に
航
海
術
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
本
研
究
集
会
で
も
検
討
さ
れ

た
。
当
日
の
潮
流
の
具
体
を
知
る
こ
と
は
、
先
に
も
見
た
海
上
保
安
庁
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
潮
流
推
算
）
で
容
易
に
な
っ
て
い
る
。

●
弘
治
三
年
三
月
十
四
日
条
〜

十
四
日
（
前
略
）

 
自
此
所 
一
里
半
海
上
賊
難
有
之
由
、
申
候
間
、
向
地
水
野
山
城
守
内
な
ら
わ
の

（
大
浜
）

里
蜷
川
十
郎
右
兵
衛
所
へ
、
遠
州
神
宮
寺
よ
り
案
内
宗
全
、
夜
舟
に
て
遣
之
、

迎
之
事
、
申
候
了

三
月
十
五
日
、
次
従
成
波
迎
相
待
、
未
刻
乗
船
、
五
十
町
渡
海
、
着
成
波
之
宿

三
月
十
六
日　

過
二
里
と
こ
な
べ
に
着
了
、
未
下
刻
乗
船　

海
上
七
里
也

酉
下
刻
・
着
北
（ 
長
太 
）
伊
勢
ナ
ガ
ウ

ナ
ガ
ウ

　

弘
治
三
年
三
月
十
五
日
、
十
六
日
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
１
５
５
７
年
４
月　

、　
２４

２５

日
で
あ
る
。
十
五
日
は
む
ろ
ん
大
潮
だ
っ
た
。
４
月　

日
の
前
後
で
旧
暦
十
六
日
に

２５

該
当
す
る
月
齢
の
日
は
２
０
０
９
年
で
あ
れ
ば
４
月　

日
か
５
月　

日
で
、
い
ず
れ

１０

１０

で
も
干
潮
は
０
時
と　

時
、
満
潮
は
６
時
と　

時
か
ら　

時
前
後
で
あ
る
。

１２

１８

１９

　

成
波
（
成
岩
）
は
愛
知
県
半
田
市
で
あ
る
。
知
多
半
島
の
東
に
あ
る
衣
浦
湾
の
西

岸
に
な
る
。
大
浜
は
碧
南
市
で
、
同
湾
の
東
岸
で
、
対
岸
で
あ
る
（
現
在
は
埋
立
地

と
橋
で
双
方
が
陸
路
で
つ
な
が
っ
て
い
る
）。
こ
の
間
を
、『
言
継
卿
記
』
は
「
一
里

半
」（
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
も
、「
五
十
町
」（
九
キ
ロ
）
と
も
す
る
が
、
実
際
は

五
キ
ロ
弱
の
よ
う
で
あ
る
。
海
上
の
賊
を
恐
れ
た
言
継
は
、
前
夜
、
迎
え
の
船
を
依

頼
す
る
た
め
案
内
者
に
夜
舟
で
要
請
に
行
か
せ
て
い
る
。
翌
日
迎
え
の
舟
が
到
着
し

た
。
海
上
の
賊
を
撃
退
で
き
る
武
装
船
（
な
い
し
海
賊
が
襲
う
こ
と
の
絶
対
に
な
い

契
約
船
）、
軍
船
で
あ
ろ
う
。
案
内
者
が
乗
っ
た
「
夜
舟
」
の
方
も
海
上
の
賊
が
襲

う
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
出
発
し
た
は
ず
で
、
一
般
の
舟
は
襲
撃
を
恐
れ
、

ほ
と
ん
ど
夜
間
に
は
通
行
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
む
ろ
ん
言
継
自
身
が
夜
舟
に
て

渡
海
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

山
科
言
継
は
昼
過
ぎ
、
未
の
刻
、
午
後
一
時
か
ら
三
時
の
間
に
渡
海
し
た
。
南
方

か
ら
緩
や
か
に
満
ち
潮
が
北
上
し
、
そ
れ
に
乗
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
夜
舟

の
時
間
帯
で
は
、
南
流
に
逆
ら
っ
て
西
に
向
か
っ
た
だ
ろ
う
。
深
夜
の
平
水
ま
で

待
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
潮
の
流
れ
は
人
力
や
風
力
で
カ
バ
ー
し
た
。

　

翌
日
は
陸
路
を
常
滑
ま
で
歩
き
、
未
の
下
刻
（
三
時
）
に
乗
船
、
常
滑
か
ら
伊
勢

湾
を
横
断
し
て
長
太
に
渡
っ
た
。
長
太
は
「
な
ご
」
で
、
い
ま
近
鉄
「
な
ご
の
う

ら
」
駅
が
あ
る
。
後
述
す
る
前
年
弘
治
二
年
秋
九
月
に
言
継
が
船
出
し
た
楠
の
南
に

な
り
、
現
在
の
四
日
市
市
で
あ
る
。

　

ふ
た
た
び
潮
流
推
算
で
こ
の
日
と
同
じ
条
件
の２００９

,５
,１０

の
潮
流
を
み
る
と
、
正

午
に
潮
の
流
れ
が
止
ま
り
（
平
水
）、　

時
か
ら
北
流
が
始
ま
る
。　

時
に
は
お
よ

１３

１４

そ　

〜　

、五
ノ
ッ
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
時
速
１
キ
ロ
以
下
で
あ
る
。　

時
頃
に
な

０.２

０.５

１４

る
と
、
１
ノ
ッ
ト
（
時
速
一
、八
五
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
潮
流
も
少
し
あ
り
、　
１６

時
に
さ
ら
に
早
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
１
ノ
ッ
ト
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
は
な
く
、

　

時
に
は
再
び
流
れ
は
緩
く
な
る
。

１７
　

伊
勢
湾
（
名
古
屋
市
南
方
）
干
拓
で
海
岸
線
が
南
進
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
宮

（
熱
田
）
が
海
岸
線
だ
っ
た
か
ら
、　

キ
ロ
も　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
奥
ま
で
潮
が
北

１５

２０

上
し
た
。
流
れ
は
も
っ
と
速
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
七
里
（
実
距
離
で
は　

キ
ロ
）

２０

を
未
下
刻
か
ら
酉
下
刻
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
４
時
間
（
二
時
）
で
渡
っ
て
い
る
。
時
速

５
キ
ロ
で
あ
る
。
仮
に
２
ノ
ッ
ト
の
潮
流
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
潮
流
利
用
の
み
で
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は
こ
の
時
間
内
に
到
着
す
る
こ
と
は
ム
リ
で
、
風
・
人
力
（
櫓
）
を
利
用
し
た
。
潮

が
時
速
３
キ
ロ
な
ら
あ
と
２
キ
ロ
分
を
そ
れ
ら
で
カ
バ
ー
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
櫓
（
艪
）
に
詳
し
い

http://w
w
w
.lares.dti.ne.jp/̃doi－ a－ m

d/R
O
info/ro－ info07.htm

l

に
よ
れ
ば
、
櫓
の
持
続
走
は
時
速　
　

だ
と
あ
る
。

２,５
km

　

水
主
（
か
こ
）
が
増
え
れ
ば
よ
り
速
く
な
る
。
四
時
間
も
こ
ぎ
続
け
る
の
な
ら
、

交
代
要
員
が
い
た
。
潮
プ
ラ
ス
人
力
、
そ
し
て
プ
ラ
ス
風
力
を
必
要
と
し
た
。
風
に

つ
い
て
は
数
値
を
推
測
で
き
な
い
が
、
春
だ
か
ら
移
動
性
高
気
圧
が
東
に
動
い
て
い

れ
ば
、
西
風
に
の
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　

次
は
逆
に
伊
勢
湾
を
西
（
楠
・
四
日
市
市
）
か
ら
東
（
篠
島
）
に
渡
海
し
た
事
例

で
あ
る
。

●
弘
治
二
年
（
１
５
５
６
）
九
月
十
五
〜
十
九
日
条

弘
治
二
年
九
月
十
七
日
（
十
五
日
に
楠
到
着
ず
み
）

急
用
之
由
申
乗
船
了
（
略
）

才
松
九
郎
左
衛
門
令
上
乗
、
志
之
島
江
及
黄
昏
着
岸
、
十
一
里
云
々
（
略
）

船
中
に
て
才
松
小
漬
に
て
一
盞
振
舞
了
、
事
之
外
馳
走
也
、
舟
ち
ん
五
十
疋
遣

之
云
々
、
常
百
疋
余
可
出
儀
也

　

小
漬
は
簡
単
な
食
事
、
湯
漬
け
飯
、
小
漬
け
飯
の
こ
と
で
、
一
盞
（
い
っ
さ
ん
）

は
ひ
と
つ
の
さ
か
ず
き
、
酒
を
飲
む
こ
と
で
あ
る
。
昼
前
に
は
乗
船
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
乗
船
時
間
の
記
述
が
な
い
が
、
十
一
里
も
の
航
海
だ
っ
た
。
仮
に
上
記
に
同

じ
く
時
速
五
キ
ロ
な
ら
九
時
間
は
か
か
る
。
長
時
間
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
食
事
も

出
た
と
思
わ
れ
る
。

　

弘
治
二
年
九
月
十
七
日
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
１
５
５
６
年　

月　

日
で
あ
る
。　

１０

２０

１０

月　

日
の
前
後
で
旧
暦　

日
に
該
当
す
る
月
齢
の
日
は
、
２
０
０
８
年
で
あ
れ
ば　

２０

１７

１０

月　

日
で
、
朝
７
時
、
夕
方
７
時
が
満
潮
で
、
深
夜
１
時
と
午
後
１
時
が
干
潮
で
あ

１７

る
。

　

潮
流
推
算
を
み
る
と
、
朝
８
時
に
平
水
、
以
後
南
流
が
始
ま
り
、　

時
に
は　

１０

０.５

ノ
ッ
ト
程
度
（
湾
口
・
伊
良
湖
崎
西
方
で
は
１
〜
２
ノ
ッ
ト
と
速
い
）、
以
後
は
北

流
ば
か
り
で
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
で
あ
る
。　

時
に
は
平
水
と
な
っ
て
、　

時
か
ら　

時

１３

１８

１９

に
平
水
と
な
っ
た
。
こ
の
場
合
逆
に
な
る
潮
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

沿
岸
の
反
流
を
利
用
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
速
度
は
遅
い
。
風
力
、
人
力
に
大
い
に
依

存
し
な
け
れ
ば
、
黄
昏
ま
で
に
十
一
里
先
の
目
的
地
に
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
あ
と
十
八
日
は
志
之
島
（
篠
島
）
に
終
日
滞
在
、
言
継
が
鯨
の
「
た
け
り
」

（
陰
茎
）
を
食
べ
た
記
事
は
、
捕
鯨
史
で
著
名
な
記
事
で
あ
る
。
十
九
日
に
三
河
室

津
（
豊
橋
市
牟
呂
）
に
む
け
て
出
帆
、
風
波
が
あ
っ
た
が
、「
以
外
無
事
」
に
到
着

し
た
。「
潮
流
推
算
」
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
午
前
中
は
逆
流
で
あ
る
が
、
一
一
時
に
平

水
、
午
後
か
ら
は
一
七
時
ま
で
が
東
流
で
、
中
潮
で　

〜
２
ノ
ッ
ト
の
流
れ
が
あ
っ

０.５

た
。「
風
少
吹
」「
為
風
波
」
と
あ
り
、
風
力
で
２
な
い
し
３
ノ
ッ
ト
が
加
算
さ
れ
た
。

　

楠
か
ら
篠
島
ま
で
、
実
際
は
約
五
〇
キ
ロ
（
十
二
里
半
）、
篠
島
か
ら
牟
呂
ま
で

は
約
四
〇
キ
ロ
（
十
里
）
あ
る
。『
言
継
卿
記
』
は
そ
れ
ぞ
れ
を
十
一
里
、
十
四
里

と
記
す
。
こ
れ
ま
で
の
刊
本
は
「
志
々
島
」
と
読
ん
で
い
た
か
ら
、
篠
島
に
比
定
し

た
場
合
、
里
程
が
あ
わ
な
い
と
し
て
、
答
志
島
に
比
定
す
る
見
解
が
あ
っ
た
〔
中
園

成
生
『
鯨
取
り
物
語
』
一
九
頁
〕。
し
か
し
潮
流
が
順
な
わ
ず
か
六
時
間
以
内
に
航
海

で
き
る
距
離
な
の
だ
か
ら
、
十
四
里
は
大
げ
さ
で
、
船
頭
が
誇
張
し
た
の
だ
ろ
う
。

『
言
継
卿
記
』
の
写
真
版
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。「
之
」
字
は
前
後
に
頻
出
し
て
い
る
。「
志
之
島
」
と
読
み

た
い
。
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こ
の
よ
う
に
記
録
で
航
海
時
間
が
わ
か
る
時
間
帯
で
の
潮
流
速
度
を
考
え
て
み
る

と
、
風
力
人
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
人
力
（
漕
力
）
は
一
挺
櫓
で

は
わ
ず
か
に
二
、五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
が
、
四
挺
櫓
、
八
挺
櫓
と
水
主
（
漕
手
）

が
増
え
れ
ば
、
速
度
が
増
す
。
こ
の
水
主
の
力
が
大
き
か
っ
た
。

笙
平
戸
島
春
日 
・ 
反
流
と
海
の
地
名

　

以
上
中
世
の
記
録
に
依
拠
し
て
中
世
航
海
術
の
一
端
を
考
え
て
み
た
。
海
を
知
悉

し
た
人
々
の
技
術
が
あ
り
、
そ
の
頂
点
に
水
軍
や
海
賊
の
航
行
術
が
あ
っ
た
。
つ
ぎ

に
各
地
の
航
海
術
を
報
告
し
た
い
。

　

長
崎
県
平
戸
島
へ
は
平
戸
大
橋
が
で
き
る
前
に
は
、
九
州
本
土
・
田
平
か
ら
の
航

路
で
渡
っ
て
い
た
。
高
校
生
た
ち
の
通
学
船
で
も
あ
り
、
は
や
く
か
ら
動
力
船
が
導

入
さ
れ
た
が
、
潮
流
を
無
視
し
て
の
航
海
は
で
き
な
か
っ
た
。
潮
が
逆
の
場
合
に
ど

う
す
る
の
か
。
瀬
戸
の
潮
流
は
速
い
が
必
ず
緩
や
か
な
反
流
（
沿
岸
流
）
が
あ
る
。

そ
れ
に
乗
っ
て
上
流
部
（
上
手
）
に
行
き
対
岸
に
斜
め
に
渡
る
こ
と
の
で
き
る
位
置

ま
で
遡
っ
て
か
ら
、
潮
を
横
断
し
て
渡
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
ど
こ
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
下
は
平
戸
島
の
中
央
部
の
村
、
城
下

で
あ
る
平
戸
ま
で
は
遠
い
が
、
対
岸
の
生
月
島
に
は
近
い
、
春
日
と
い
う
村
に
て
聞

き
取
り
を
し
た
際
の
報
告
で
あ
る
。
動
力
船
が
な
か
っ
た
頃
の
航
海
術
に
つ
い
て
も

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

春
日
は
安
満
岳
の
麓
の
村
で
あ
る
。
安
満
岳
を
こ
の
村
で
は
国
見
岳
と
い
う
。
頂

か
ら
麓
は
海
ま
で
の
範
囲
が
こ
の
村
の
領
域
だ
っ
た
。

　

村
の
中
心
、
本
春
日
に
湊
が
あ
っ
た
。
櫓
（
艪
）
こ
ぎ
の
船
で
あ
る
。
生
月
島
に

渡
る
と
き
、
シ
オ
が
順
調
な
ら
潮
に
乗
っ
て
一
五
分
も
あ
れ
ば
到
着
で
き
る
。
だ
が

シ
オ
が
逆
で
も
ど
う
し
て
も
渡
る
こ
と
が
必
要
な
と
き
も
あ
る
。
島
に
急
病
人
が
出

る
。
平
戸
ま
で
山
を
越
え
れ
ば
半
日
も
か
か
る
。
至
近
の
病
院
は
生
月
島
に
あ
っ
た
。

依
頼
が
あ
る
と
村
人
は
風
上
に
向
け
て
石
を
投
げ
る
。
石
が
風
に
戻
さ
れ
た
ら
、
渡

海
の
依
頼
を
断
る
こ
と
が
で
き
た
。
石
が
風
上
に
落
ち
た
ら
、
よ
り
す
ぐ
っ
た
屈
強

な
四
人
を
集
め
た
。
か
れ
ら
に
は
大
工
と
同
じ
日
当
が
、
は
ず
ま
れ
た
。
生
月
島
ま

で
渡
る
に
は
沿
岸
の
反
流
を
利
用
す
る
。
瀬
戸
の
中
心
を
急
流
が
流
れ
る
と
、
反
作

用
と
し
て
沿
岸
に
緩
や
か
な
逆
流
が
で
き
る
。
こ
れ
を
伝
っ
て
シ
オ
に
乗
る
こ
と
の

で
き
る
上
手
ま
で
登
る
。
そ
こ
か
ら
シ
オ
に
乗
っ
て
、
斜
め
に
生
月
に
向
か
っ
た
。

沿
岸
流
の
通
り
筋
に
は
、
途
中
に
は
舵
か
け
が
あ
っ
た
。
船
は
舵
の
部
分
が
も
っ
と

も
深
く
長
く
て
、
ひ
っ
か
か
り
や
す
い
。
も
し
も
そ
の
舵
が
岩
に
か
か
れ
ば
航
行
で

き
な
い
。
座
礁
し
や
す
か
っ
た
が
、
シ
オ
の
深
さ
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
、
舵
か
け
を

迂
回
す
る
よ
り
も
一
〇
分
も
一
五
分
も
短
縮
で
き
た
。
そ
こ
に
は
み
な
地
名
が
つ
い

て
い
る
。「
か
ら
う
す
」
に
も
、「
つ
ー
て
ん
く
ら
」（
つ
ぶ
て
が
う
ら
）
に
も
舵
か

け
が
あ
っ
た
。

「
五
日
二
十
日
の
あ
さ
…
…
、
つ
い
た
ち
（
一
日
）
十
五
日
の
…
…
」

　

暦
と
時
間
、
地
名
と
シ
オ
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
口
調
で
覚
え
る
。
ど
こ
は
い
つ

ご
ろ
で
あ
れ
ば
通
過
が
で
き
る
か
。
い
つ
で
あ
れ
ば
通
過
が
で
き
な
い
か
。
一
時
間

半
と
い
う
通
常
の
六
倍
の
時
間
と
、
屈
強
の
四
人
と
い
う
並
の
四
倍
以
上
の
人
手
を

か
け
れ
ば
、
逆
シ
オ
で
も
渡
海
で
き
た
。
舵
か
け
が
あ
っ
て
も
支
障
に
な
ら
な
い
時

間
帯
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
知
識
こ
そ
民
衆
知
（
非
文
字
知
）
で
あ
る
。
民
衆
知
が

［海と民衆知・個人知］……服部英雄（１部）・楠瀬慶太（２部）

「志之島」 と 「之」 の字の比較
東京大学史料編纂所，所蔵史料データ
ベースより，『言継卿記』原本　弘治二
年九月十七～二十日条より
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半
農
半
漁
の
村
、
棚
田
の
む
ら
を
支
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
山
、
海
の
生
活
は
田
や

海
に
機
械
力
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
、
幾
百
年
と
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

話
し
手：

綾
香
一
氏

第
２
部　

漁
撈
活
動
と
民
衆
知
・
個
人
知

　

漁
群
探
知
機
や
G
P
S
の
無
い
戦
前
の
漁
業
で
は
、
漁
師
は
腕
や
知
識
が
無
け
れ

ば
「
お
お
ま
ん
」（
か
っ
た
ぱ
し
か
ら
負
け
る
人
）
と
な
り
、
家
族
を
養
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
和
船
に
よ
る
漁
業
の
経
験
者
の
多
く
が
語
る
よ
う
に
、
漁
師
は
頭

が
よ
く
、
賢
く
な
い
と
務
ま
ら
な
い
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
を
支
え
て
き
た
の
は
、
漁

場
の
地
名
や
そ
れ
を
見
つ
け
る
た
め
の
ヤ
マ
ア
テ
の
方
法
、
魚
を
取
る
た
め
の
漁
具

の
製
作
法
や
使
用
法
、
そ
し
て
風
・
潮
・
天
気
の
見
分
け
方
な
ど
様
々
な
海
の
知
識

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
文
字
に
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
民
衆
知
・
個
人
知

と
し
て
古
く
か
ら
漁
村
が
語
り

継
い
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
博
多
湾
の
西
側

に
位
置
す
る
糸
島
地
域
の
漁
村

で
行
っ
た
聞
き
取
り
調

�
結

果
を
も
と
に
、
大
正
〜
昭
和
初

期
に
お
け
る
糸
島
の
漁

�
持

つ
地
名
・
ヤ
マ
ア
テ
・
風
・
潮
・

天
気
な
ど
の
知
識
体
系
に
つ
い

て
整
理
し
、
報
告
す
る
。

（
１
）

査
の

（
２
）

村
が

１　

漁
撈
活
動
と
海
の
地
名

　

海
の
地
名
は
、
海
か
ら
見
た
陸
の
地
形
の
呼
称
（
浜
・
磯
・
岬
・
山
な
ど
）
と
海

の
中
の
地
形
の
呼

�
瀬
な
ど
）
に
分
類
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
は
、
地
域
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
語
彙
で
呼
ば
れ
る
。
以
下
、
糸
島
地
域
の
海
の
地
名
語

彙
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
�

（
１
）
浜
・
磯
の
地
名
（
図
２
）　

　

松
や
小
屋
な
ど
の
標
識
物
を
も
と
に
し
た
呼
称
（
大
松
、
今
津
小
屋
な
ど
）、
色

や
様
相
な
ど
特
徴
を
も
と
に
し
た
呼
称
（
木
綿
浜
、
碁
石
浜
、
ギ
シ
ガ
浜
、
黒
磯
な

ど
）
が
あ
る
。
福
岡
市
西
区
今
津
の
長
浜
海
岸
は
、
西
か
ら
「
八
ノ
久
保
」「
村
松
」

「
大
松
」「
今
津
小
屋
」「
引
入
」「
神
ノ
前
」
と
６
つ
の
小
地
名
に
分
割
さ
れ
、
漁
場

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
浜
を
呼
び
分
け
る
こ
と
は
、
様
々
な
権
利
を
生
じ
る
漁

場
を
見
分
け
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
っ
た
。

（
２
）
岬
の
地
名
（
図
３
）

　

先
の
飛
び
出
た
岬
は
、
海
か
ら
陸
を
見
る
目
印
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
陸
の
地
名
、

海
の
地
名
に
ハ
ナ
（
鼻
）・
サ
キ
（
埼
）
の
２
つ
の
接
尾
辞
を
付
け
て
呼
ぶ
場
合
が

多
い
（
正
田
鼻
・
ウ
ゼ
鼻
・
唐
泊
埼
な
ど
）。

（
３
）
山
の
地
名
（
図
４
）

　

海
面
上
で
船
の
位
置
を
確
認
す
る
ヤ
マ
ア
テ
の
際
、
山
を
見
る
こ
と
は
欠
か
せ
な

い
。
高
い
山
（
十
坊
山
・
二
丈
嶽
な
ど
）
か
ら
低
い
山
（
松
山
・
ク
リ
山
・
フ
ト
リ
・

ツ
ル
タ
山
・
コ
ツ
ル
タ
な
ど
）
ま
で
呼
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
漁
師
が
呼
ぶ
山
の

呼
称
は
海
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
陸
で
呼
ぶ
山
の
呼
称
と
異
な
る
場
合
も
あ
る
。

（
３
）

称
（

（
４
）

る
。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 157集　2010年 3月

図１　調査対象地域
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（
４
）
瀬
の
地
名
（
図
５
）

　

瀬
は
魚
の
集
ま
る
海
の
中
の
岩
場
で
、
中
心
的
な
漁
場
と
な
っ
た
。
自
然
の
岩
場

の
他
、
廃
船
や
土
管
を
沈
め
て
作
っ
た
漁
礁
も
瀬
と
呼
ば
れ
た
。
色
や
特
徴
（
黒
瀬
、

赤
瀬
、
白
瀬
、
亀
瀬
、
長
間
瀬
な
ど
）、
よ
く
獲
れ
る
魚
介
類
の
呼
称
、
発
見
者
や

開
発
者
の
名
前
（
ゲ
ゴ
ロ
ウ
ゾ
ン
な
ど
）
で
呼
ば
れ
る
他
、
山
の
呼
称
で
呼
ば
れ
る

場
合
も
あ
る
（
ト
ネ
ヤ
マ
、
松
山
大
瀬
、
ツ
ル
タ
大
瀬
）。
こ
れ
ら
は
、
ヤ
マ
ア
テ

し
て
瀬
を
見
つ
け
る
際
に
見
る
山
の
呼
称
を
そ
の
ま
ま
海
の
地
名
と
し
て
付
け
る
珍

し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
海
底
深
く
に
あ
る
瀬
は
ソ
ネ
・
ゾ
ン
な
ど
の
接
尾
辞

を
付
け
て
呼
ば
れ
る
。

（
５
）
海
の
地
名
と
民
衆
知
・
個
人
知　

　

近
世
や
近
代
の
地
誌
〔『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』『
福
岡
県
地
理
全
誌
』〕
に
載
る
瀬

は
、
陸
に
近
く
海
面
に
頭
の
出
た
分
か
り
や
す
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
（
図
５
―
下

線
）、
沖
に
あ
る
海
面
に
頭
の
出
な
い
瀬
（
西
の
浦
、
オ
キ
ノ
ゾ
ン
・
ゲ
ゴ
ロ
ウ
ゾ

ン
な
ど
）
は
文
字
資
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
漁
場
と
し
て
の
瀬
は
、
漁
師
の
生

活
の
糧
で
あ
り
、
そ
の
場
所
は
漁
師
の
個
人
知
、
漁
村
の
集
団
知
と
し
て
記
憶
さ
れ

て
お
り
、
他
言
し
た
り
、
文
字
に
記
す
こ
と
は
憚
れ
た
。

　

今
津
浜
崎
（
福
岡
市
西
区
）
で
は
、「 
枡
網 
」
と
い
う
魚
を
獲
る
網
場
（
網
代
）

ま
っ
さ
み

と
そ
の
順
番
を
決
め
た
古
く
か
ら
の
漁
師
の
共
同
慣
行
が
あ
る
。
網
は
「
枡
網
」
と

呼
ば
れ
る
一
種
の
定
置
網
で
、
立
網
（
刺
し
網
）
で
あ
る
。
陸
か
ら
仕
掛
け
ら
れ
る

網
場
で
、
海
岸
沿
い
に
あ
る
瀬
や
岩
場
が　

箇
所
指
定
さ
れ
て
い

�
浜
崎
の
漁
師

３２

が
ク
ジ
を
引
い
て
順
番
を
決
め
る
。
三
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
箇
所
十
日
交
代

で　

の
網
場
を　

回
ま
わ
す
仕
組
み
で
あ
る
。

３２

１０

　

昭
和
三
七
年
に
決
め
ら
れ
た
「
枡
網
」
を
見
て
み
よ
う
（
図
６
・
７
の
番
号
に
対

応
）。
東
か
ら
、
１
小
浜
（
沖
・

�
２
東
見
山
（
沖
・
丘
）、　
３
に
わ
と
り
石
（
沖
・

丘
）、
４
一
の
宮
、
５
水
と
り
ば
、
６
中
島
、
７
川
尻
、
８
二
番
ど
こ
ろ
、
９ 
肥
買 
、

こ
え
か
い

　

浜
中
、　

松
屋
の
下
、　

桟
橋
、　

三
本
松
、　

 
藻
合 
、　

塩
屋
ノ
下
、　

八
幡

も

や

い

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

様
、　

谷
の
下
、　

は
え
さ
が
り
、　

湾
口
、　

森
の
下
、　

宮
の
下
、　

波
止
、

１７

１８

１９

２０

２１

２２

　

・　

三
段
（
沖
・
沖
）、　

･　

大
瀬
（
三
段－

中
、
沖
）、　

あ
も
ぜ
、　

〜　
 

２３

２４

２５

２６

２７

２８

３１

二
番
〜
五
番
、　

六
番
で
、 
宝
島 
周
辺
で
終
了
で
あ
る
。
漁
場
の
知
識
の
伝
承
と
、

ほ
う
じ
ま

３２

漁
業
者
同
士
の
漁
場
争
い
を
防
ぐ
た
め
に
作
ら
れ
た
慣
習
だ
と
い
う
。

　

瀬
の
地
名
は
、
様
々
な
属
性
を
付
け
て
呼
ば
れ
、
そ
の
位
置
や
特
徴
な
ど
の
総
合

的
知
識
を
凝
縮
し
た
も
の
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
民
衆
知
で
あ
る
。
海
の
地
名

と
そ
れ
に
関
わ
る
民
衆
知
を
知
る
こ
と
は
、
文
書
か
ら
は
分
か
ら
な
い
漁
村
の
生
活

史
を
知
る
手
が
か
り
と
も
な
る
。

　

ま
た
枡
網
設
置
場
所
の
中
間
・
前
後
に
も
時
期
・
潮
流
に
よ
っ
て
は
魚
が
集
ま
る

場
所
が
あ
っ
て
、
個
人
が
小
さ
な
網
を
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
場
所
は

人
に
は
教
え
な
い
。
個
人
知
で
あ
っ
た
。
自
分
で
設
置
し
た
魚
礁
は
当
然
人
に
は
教

え
な
い
。
個
人
知
は
そ
の
性
格
上
、
他
人
が
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
け
れ
ど
、
民

（
５
）

る
。

（
６
）

丘
）、

国立歴史民俗博物館研究報告
第 157集　2010年 3月
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衆
知
を
構
成
す
る
一
部
で
も
あ
っ
た
。

２　

漁
撈
活
動
と
海
の
知
識

　

古
く
か
ら
漁
村
が
語
り
継
い
で
き
た

ヤ
マ
ア
テ
・ 
魚
見 
・
風
・
潮
・
天
気
な

う

お

み

ど
の
海
の
知
識
も
ま
た
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
知
識
は
、
各

漁
村
に
よ
っ
て
呼
び
名
や
そ
の
内
容
が

微
妙
に
異
な
っ
て
い
た
。
動
力
船
の
普

及
し
て
い
な
い
戦
前
の
日
本
で
は
、
毎

年
同
じ
季
節
に
沖
合
に
や
っ
て
く
る

「
寄
り
魚
」
に
支
え
ら
れ
た
地
先
沿
岸

漁
村
が
主
体
で
あ
っ
た
（
野
地
二
〇
〇

八
）。
そ
の
た
め
、
漁
法
や
漁
具
は
、

周
辺
の
地
形
や
環
境
に
強
く
規
定
さ
れ

て
お
り
、
漁
村
ご
と
に
固
有
の
海
の
知

識
が
必
要
と
な
っ
た
。
以
下
、
糸
島
地

域
の
漁
村
が
伝
え
て
き
た
漁
撈
活
動
に

関
わ
る
海
の
知
識
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
と
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
１
）
ヤ
マ
ア
テ

　

ヤ
マ
ア
テ
（
ヤ
マ
タ
テ
と
も
）
と
は
、

海
面
上
で
魚
の
集
ま
る
漁
場
（
瀬
）
の

位
置
を
確
認
す
る
際
に
使
う
伝
統
的
技

術
で
あ
る
。
位
置
の
確
認
は
、
陸
地
や

島
の
一
部
分
を
い
く
つ
か
の
目
標
点
と

国立歴史民俗博物館研究報告
第 157集　2010年 3月

図７　瀬の地名（福岡市西区大字西浦）
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し
て
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
お
き
、
こ
れ
ら
の
見
か
け
の
相
互
関
係
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
ヤ
マ
ア
テ
に
は
、
漁
場
の
位
置
が
２
対
の
目
標
物
の
各
前
後
１

対
が
見
か
け
の
上
で
一
定
の
位
置
関
係
を
と
る
よ
う
な
「
位
置
の
線
」
を
交
叉
さ
せ

た
１
点
と
し
て
求
め
ら
れ
る
「
二
方
ア
テ
」
の
ほ
か
、
後
方
の
目
標
物
が
前
方
（
手

前
）
の
目
標
物
に
対
し
て
と
る
垂
直
方
向
の
見
か
け
の
動
き
を
手
が
か
り
と
し
て
求

め
ら
れ
る
「
一
方
ア
テ
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
〔
五
十
嵐
一
九
七
七
〕。

　

先
に
見
た
「
松
山
大
瀬
」「
ツ
ル
タ
大
瀬
」
な
ど
の
瀬
は
、
西
浦
（
福
岡
市
西
区
）

の
漁
師
が
、
ヤ
マ
ア
テ
を
す
る
能
古
島
（
図
４
）
の
山
の
名
前
を
と
っ
て
呼
ぶ
も
の

で
、
ヤ
マ
ア
テ
に
よ
る
漁
場
の
確
認
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
特
徴
的
な
地
名
で
あ

る
。
ヤ
マ
ア
テ
で
使
わ
れ
る
目
標
物
は
、
山
ば
か
り
で
な
く
、
小
島
や
灯
台
、
電
柱
、

お
地
蔵
様
な
ど
様
々
で
あ
っ
た
。
草
山
の
多
か
っ
た
戦
前
に
は
、
山
に
ア
テ
る
場
合

も
頂
上
の
松
な
ど
の
大
木
を
目
標
物
と
し
て
見
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
に
船
や
瀬
の

位
置
を
確
認
し
た
。

　

鹿
家
浦
（
二
丈
町
）
の
「
ゴ
ヘ
エ
瀬
」
の
位
置
を
確
認
す
る
際
の
ヤ
マ
ア
テ
の
例

を
見
て
み
よ
う
（
図
８
）。
鹿
家

浦
は
、
海
に
飛
び
出
し
た
串
埼
山

の
下
に
あ
る
小
さ
な
漁
港
で
あ
る
。

「
ゴ
ヘ
エ
瀬
」
は
漁
港
か
ら
少
し

沖
合
の
瀬
だ
が
、
頭
は
海
面
に
出

て
お
ら
ず
、
海
面
か
ら
そ
の
位
置

は
確
認
で
き
な
い
。
鹿
家
浦
周
辺

の
瀬
は
、「
波
戸
」
と
浜
に
あ
っ

た
木
の
「
電
柱
」、「
串
崎
ノ
山
」

の
三
つ
の
目
標
物
の
見
か
け
の
位

置
関
係
で
そ
の
位
置
を
確
認
す
る
。

「
ゴ
ヘ
エ
瀬
」
は
、
海
に
出
て

「
串
崎
ノ
山
」
と
「
波
戸
」
か
ら

引
い
た
線
が
交
叉
す
る
点
と
、「
波
戸
」
と
「
電
柱
」
か
ら
引
い
た
線
が
交
叉
す
る

点
と
の
位
置
関
係
で
そ
の
場
所
を
確
認
す
る
。
い
く
つ
か
の
目
標
物
で
、
瀬
の
位
置

を
慎
重
に
確
認
す
る
の
は
、
岩
場
の
複
雑
な
構
造
を
熟
知
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
網

を
入
れ
る
場
所
を
間
違
う
と
、
網
が
岩
場
に
引
っ
か
か
っ
て
使
え
な
く
な
る
場
合
も

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ヤ
マ
ア
テ
は
、
漁
場
に
よ
っ
て
様
々
な
ア
テ
方
が
あ
り
、
非
常
に
複
雑
な
技
術
で

あ
っ
た
。
漁
師
た
ち
は
、
若
い
頃
か
ら
舟
に
乗
る
中
で
徐
々
に
覚
え
て
い
く
も
の
で

あ
っ
た
が
、
G
P
S
や
魚
群
探
知
機
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く

な
り
、
技
術
や
知
識
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
魚
見

　

糸
島
地
域
の
漁
村
に
お
い
て
、
漁
業
者
総
出
で
行
わ
れ
た
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の

鰯
漁
の
際
、
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
が
「
魚
見
」（
山
見
と
も
）
と
呼
ば
れ
る
人
達
で

あ
る
。
特
に
目
の
良
い
者
が
、
高
い
山
の
魚
見

�
登
り
、
海
の
色
の
変
わ
っ
て
い

る
所
（「
ア
カ
ミ
」）
を
見
つ
け
て
、
魚
の
群
れ
の
位
置
を
海
に
出
て
い
る
船
に
両
手

に
持
っ
た
旗
（「
招
き
ザ
イ
」）
を
振
っ
て
知
ら
せ
る
。
漁
村
に
よ
っ
て
合
図
は
様
々

だ
が
、
今
津
浜
崎
で
は
「
押
さ
え
れ
！
」「
控
え
れ
！
」「
拡
げ
れ
！
」「
縮
め
れ
！
」

な
ど
の
合
図
が
あ
っ
た
。

　

魚
見
に
立
て
る
人
は
、
村
で
も
２
〜
３
人
ほ
ど
し
か
お
ら
ず
、
非
常
に
貴
重
な
存

在
だ
っ

�
海
岸
部
の
小
山
に
は
「
魚
見
嶽
」「
魚
見
台
」
と
い
っ
た
地
名
が
付
い

て
い
る
場
所
も
多
く
あ
る
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
魚
見
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
魚
群
探

知
機
の
導
入
で
、
そ
の
役
目
を
終
え
た
。

（
３
）
風
・
天
気

　

風
は
漁
村
が
立
地
す
る
環
境
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
呼
び
名
も
各
漁
村
で
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
。
西
浦
で
は
、「
大
北
」（
大
風
の
時
の
北
風
）、「
北
」（
北
）、「
き
た

こ
ち
」（
北
東
）、「
こ
ち
」（
東
）、「
は
い
（
は
え
）
の
風
」（
南
）、「
や
ま
ぜ
」（
南

（
７
）

台
に

（
８
）

た
。

［海と民衆知・個人知］……服部英雄（１部）・楠瀬慶太（２部）

図８　鹿家浦におけるヤマアテの方法
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東
）、「
さ
が
り
」（
南
西
）、

「
西
」（
西
）、「
お
お
ま
西
」

（
大
風
の
時
の
西
風
）、「
あ

な
ぜ
」（
北
西
）
が
風
の
名

前
と
し
て
呼
ば
れ
る
。
こ
れ

ら
は
生
活
知
で
、
漁
師
は

「
風
詞
」
で
そ
の
特
性
を
把

握
し
て
い
る
。
秋
の
風
詞

「
あ
さ
が
ら
や
ま
ぜ
の
よ
う

ま
き
た
」（「
朝
潮
」・「
や
ま

ぜ
」
が
来
た
ら
、
夕
方
（
三

時
半
）
に
「
北
」
が
ふ
く
、

次
の
日
は
時
化
に
な
る
）
な

ど
が
語
り
伝
え
ら
れ
る
。

　

風
向
き
や
天
気
は
、
朝
方
、

南
の
山
の
雲
の
流
れ
を
見
て

判
断
す
る
。
西
に
行
っ
て
い

れ
ば
昼
過
ぎ
か
ら
西
風
、
北

に
行
っ
て
い
れ
ば
北
風
が
吹

く
。
朝
凪
い
で
い
る
方
へ
舟

を
漕
い
で
漁
に
出
て
、
昼
か

ら
そ
の
風
に
乗
っ
て
帰
っ
て

く
れ
ば
い
い
と
い
う
。
冬
や

雨
の
日
は
危
険
な
た
め
、
ほ

と
ん
ど
漁
に
出
な
か
っ
た
。

風
や
潮
に
頼
る
和
船
時
代
に

は
、
風
や
天
気
の
判
断
が
今

以
上
に
重
要
だ
っ
た
。

（
４
）
漁
具
の
生
産
と
流
通

　

糸
島
地
域
で
は
、「 
温  
石 
」
と
呼
ば
れ
る
網
の
錘
が
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
。

お
ん 
じ
ゃ
く

こ
れ
ら
は
、
糟
屋
郡
久
山
町
の
若
杉
山
、
福
岡
市
西
区
今
津
の
毘
沙
門
山
を
原
産
地

と
す
る
滑
石
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
石
材
で
作
ら
れ
、
弥
生
時
代
か
ら
「
九
州
型
石

錘
」
と
呼
ば
れ
、
連
綿
と
使
い
続
け
ら
れ
て
き
た
漁
具
で
あ

�「 
温  
石 
」
と
は
、

お
ん 
じ
ゃ
く

考
古
学
で
は
一
般
的
に
「
暖
房
具
と
し
て
熱
し
て
使
わ
れ
る
滑
石
製
の
石
」
を
呼
ぶ

が
、
こ
の
地
域
で
は
滑
石
製
の
石
の
錘
を
「 
温  
石 
」
と
呼
ん
で
い
た
。
当
該
地
域

お
ん 
じ
ゃ
く

で
は
戦
前
ま
で
、
網
に
使
わ
れ
る
漁
具
に
土
製
の
「 
焼
岩 
（ 
土
岩 
）」
と
石
製
の

や
き
い
わ 

つ
ち
い
わ

「 
温  
石 
」
を
併
用
し
て
き
た
（
図
９
）。
土
錘
の
み
の
使
用
が
一
般
的
な
他
地
域
に

お
ん 
じ
ゃ
く

対
し
、
近
く
で
採
れ
る
滑
石
原
材
を
利
用
し
た
弥
生
時
代
以
降
の
北
部
九
州
地
域
に

共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

　
「 
焼
岩 
」
と
は
土
錘
の
こ
と
で
、
土
錘
の
生
産
形
態
は
漁
村
に
よ
り
様
々
で
あ
る
。

や
き
い
わ

し
か
し
、
石
錘
の
よ
う
に
特
殊
な
原
材
を
必
要
と
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
た
め
、
各

漁
村
単
位
で
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
土
錘
自
体
は
、
漁
師
自
身
が
粘
土
を
こ
ね
て
、

箸
の
周
り
に
粘
土
を
貼
り
付
け
て
、
箸
を
抜
い
て
孔
を
穿
っ
た
。
大
き
さ
や
形
状
な

ど
は
、
漁
師
が
網
に
あ
っ
た
形
に
仕
上
げ
た
。
焼
成
は
、
焚
き
火
の
中
に
入
れ
て
土

師
質
に
焼
く
場
合
（
二
丈
町
鹿
家
）
も
あ
れ
ば
、
村
に
あ
る
瓦
屋
の
窯
の
隅
に
入
れ

さ
せ
て
も
ら
い
瓦
質
に
焼
く
場
合
（
志
摩
町
野
北
）
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
分
県
国

東
町
の
業
社
が
行
商
に
来
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
仕
入
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
（
二
丈
町

福
吉
）。

　

一
方
、
滑
石
製
石
錘
は
「 
温  
石 
」
と
呼
ば
れ
、
戦
後
し
ば
ら
く
す
る
ま
で
糸
島

お
ん 
じ
ゃ
く

地
域
を
含
む
博
多
湾
沿
岸
の
漁
村
で
広
範
に
使
わ
れ
て
い
た
。
石
錘
の
利
点
は
、
加

工
の
容
易

�
重

�
耐
久

�
あ
る
。
今
津
・
姪
浜
・
博
多
な
ど
の
流
通
拠
点
に

は
、
石
錘
の
素
材
と
な
る
四
角
い
素
材
（
隅
は
加
工
さ
れ
て
丸
み
を
帯
び
て
い
た
）

を
扱
う
「
温
石
屋
」
な
る
加
工
業
者
が
い
た
。
各
漁
村
の
漁
師
達
は
、
都
市
部
へ
魚

（
９
）

る
。

（　

）
１０さ
、
（　

）
１１さ
、

（　

）
１２性
に
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の
販
売
に
訪
れ
た
際
に
素
材
を
購
入
し
、
漁
村
へ
帰
っ
て
網
に
合
う
形
に
棒
鉛
で
型

（
溝
）
を
刻
ん
だ
。
各
漁
村
に
よ
り
、
漁
法
や
網
も
異
な
る
た
め
溝
は
刻
ま
れ
て
い

な
か
っ
�

　
「
温
石
屋
」
と
い
っ
て
も
大
規
模
な
も
の
で
な
く
、
個
人
で
滑
石
の
加
工
を
行
い
、

素
材
・
加
工
品
を
販
売
す
る
形
態
を
取
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
か
ら
「 
温  
石 
」
は

お
ん 
じ
ゃ
く

す
で
に
市
場
に
流
通
し
て
お
り
（『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』）、
わ
ざ
わ
ざ
原
産
地

へ
取
り
に
行
か
な
く
と
も
、
容
易
に
手
に
入
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漁
村
で
は
、
都
市
部
（
博
多
・
姪
浜
）
か
ら
漁
具
を
購
入
し
、
そ
の
漁
具
を
用
い
て

魚
を
獲
り
、
都
市
部
へ
と
供
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
代
の
漁
村
で

は
、
分
業
型
の
漁
具
の
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
が
広
範
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

滑
石
製
の
「 
温  
石 
」
は
、
鉛
錘
の
導
入
が
契
機
で
、
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
ほ
と
ん

お
ん 
じ
ゃ
く

ど
が
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

３　

消
え
ゆ
く
民
衆
知
・
個
人
知

　

糸
島
地
域
は
、
江
戸
時
代
か
ら
漁
業
の
非
常
に
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
昭
和
初
期

ま
で
和
船
に
よ
る
伝
統
的
な
漁
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
動
力
船
の
導
入
後
も
幅
広
い

漁
業
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
漁
業
に
従
事
し
て
き
た
。

　

現
在
、
当
該
地
域
の
漁
業
は
、
魚
の
減
少
、
燃
料
費
の
高
騰
、
漁
家
の
減
少
な
ど

を
背
景
に
、
全
体
的
に
低
調
な
傾
向
に
あ
る
。
魚
の
減
少
な
ど
環
境
面
の
問
題
も
大

き
い
が
、
何
よ
り
漁
業
従
事
者
の
減
少
に
は
、
所
得
間
格
差
・
集
落
間
格
差
が
大
き

い
原
因
で
あ
る
。　

年
代
ま
で
は
、
漁
業
で
も
あ
る
程
度
の
収
入
が
得
ら
れ
て
い
た

８０

と
話
す
人
が
多
い
が
、　

年
代
以
降
、
都
市
部
と
の
所
得
格
差
が
問
題
と
な
り
、
兼

９０

業
も
し
く
は
漁
業
を
辞
め
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
若
者
が
進
ん
で
漁

業
を
や
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
い
う
、
後
継
者
不
足
が
漁
業
の
縮
小
化
を
進
め
た
。

ま
た
、
外
部
か
ら
の
釣
人
が
多
く
入
る
よ
う
に
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
い
乱
獲

が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、
工
場
排
水
・
薬
剤
流
し
と
い
っ
た
外
部
的
要
因
も
影
響
と

し
て
は
少
な
く
な
い
。

（　

）
１３た
。

　

か
つ
て
漁
家
が　

軒
に
迫
り
、
中
心
的
な
漁
港
と
し
て
栄
え
た
福
岡
市
の
今
津
や

１００

浜
崎
、
宮
浦
、
前
原
市
の
深
江
な
ど
で
は
、
専
門
の
漁
業
従
事
者
は
数
人
程
度
ま
で

減
り
、
漁
村
と
し
て
の
集
落
機
能
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
漁
村

が
長
く
伝
え
て
き
た
漁
撈
活
動
に
関
わ
る
海
の
知
識
も
消
失
の
危
機
に
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
魚
群
探
知
機
や
G
P
S
の
出
現
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
の
位
置

や
特
徴
を
知
る
も
の
も
高
齢
者
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
漁
村
の
知
識

の
記
録
・
保
存
は
、
限
界
集
落
化
が
顕
在
化
す
る
中
山
間
地
域
の
問
題
〔
拙
稿
二
〇

〇
九
〕
と
同
様
、
村
落
史
研
究
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
�

　
五
十
嵐
忠
孝
一
九
七
七
「
ト
カ
ラ
列
島
漁
民
の
〝
ヤ
マ
ア
テ
〞
―
伝
統
的
漁
撈
活
動
に
お
け
る
位

置
測
定
」
渡
辺
仁
責
任
編
集
『
生
態
』
雄
山
閣

大
津
昭
一
郎
・
酒
井
俊
二
一
九
八
一
『
現
代
漁
村
民
の
変
貌
過
程
』

楠
瀬
慶
太
二
〇
〇
九
「『
限
界
集
落
』
化
の
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
に
見
る
山
村
の
未
来
」『
季
刊　

政

策
・
経
営
研
究
』
二
〇
〇
九－

vol.1

     

楠
瀬
慶
太
編
二
〇
〇
九
『
怡
土
・
志
摩
の
村
を
歩
く
』
地
域
資
料
叢
書
十
、
花
書
院

楠
瀬
慶
太
・
夏
木
大
吾
二
〇
〇
八
「
中
世
期
博
多
湾
沿
岸
地
域
お
け
る
石
鍋
流
通
と
石
錘
再
利
用
を

め
ぐ
っ
て
」
二
〇
〇
八
年
度
七
隈
史
学
会
大
会
報
告

楠
瀬
慶
太
・
夏
木
大
吾
二
〇
〇
九
「
漁
具
の
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
か
ら
見
た
中
世
博
多
湾
沿
岸
地

域
」『
怡
土
・
志
摩
の
村
を
歩
く
』
地
域
資
料
叢
書
十

田
和
正
孝
一
九
八
四
「
沿
岸
漁
場
利
用
形
態
の
生
態
学
的
研
究
―
そ
の
意
義
と
方
法
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
人
文
地
理
』
三
六－

三

野
地
恒
有
二
〇
〇
八
『
漁
民
の
世
界
―
「
海
洋
性
」
で
見
る
日
本
―
』
講
談
社

服
部
英
雄
二
〇
〇
六
「
博
多
の
海
の
暗
黙
知
・
唐
房
の
消
長
と
在
日
宋
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

『
内
陸
圏
・
海
域
圏
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ス
ラ
ム
』
櫂
歌
書
房

　
�
　（

１
）　

調
査
は
二
〇
〇
八
年
八
月
〜
十
一
月
に
か
け
て
、
福
岡
市
（
能
古
島
、
玄
海
島
、
今
津
、

宮
浦
、
西
浦
）、
志
摩
町
（
野
北
）、
二
丈
町
（
福
吉
、
深
江
、
鹿
家
）
の
各
漁
村
を
対
象
に

行
っ
た
。

（
２
）　

糸
島
の
漁
村
で
は
、
毎
年
同
じ
季
節
に
沖
合
に
や
っ
て
く
る
「
寄
り
魚
」
を
獲
る
沿
岸
漁

参
考
文
献

註

［海と民衆知・個人知］……服部英雄（１部）・楠瀬慶太（２部）
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業
が
主
体
を
占
め
、
鰯
網
や
鯛
網
な
ど
の
組
織
だ
っ
た
共
同
体
的
な
漁
業
が
中
心
と
な
っ
た
。

大
規
模
な
漁
村
で
は
、
漁
戸
を
二
組
に
分
け
競
い
あ
う
制
度
を
採
用
す
る
場
合
が
多
い
。
網

元
と
網
子
の
組
織
が
残
っ
て
い
る
地
域
も
あ
っ
た
が
、
動
力
船
の
導
入
に
よ
る
沖
合
、
遠
洋

漁
業
へ
と
漁
業
形
態
の
変
化
な
ど
と
と
も
に
共
同
体
的
な
漁
業
も
衰
退
し
て
い
っ
た
。

（
３
）　

海
の
呼
称
は
、
海
面
の
呼
称
（
ナ
ダ
・
オ
キ
な
ど
）
や
海
底
の
呼
称
（
ヨ
ブ
・
セ
・
カ
ケ
ア

ガ
リ
・
オ
キ
ノ
セ
・
イ
ソ
な
ど
）
ま
で
非
常
に
微
細
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
献
資
料
等
に
も

多
く
記
載
さ
れ
る
セ
（
瀬
）
の
地
名
を
取
り
あ
げ
る
。

（
４
）　

海
の
地
名
の
詳
細
な
位
置
や
由
来
な
ど
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
怡
土
庄
故
地
の
現
地
調
査

報
告
書
（
楠
瀬
編
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。

（
５
）　

和
船
時
代
に
は
、
沖
か
ら
も
「
枡
網
」
を
入
れ
た
。
船
か
ら
「
サ
イ
コ
ン
ヅ
」（
木
製
の
握

り
棍
棒
）
で
網
を
こ
づ
く
。
ま
た
は
船
縁
を
叩
い
て
音
で
魚
を
追
っ
て
網
に
入
れ
た
。「
枡

網
」
の
漁
場
は
元
々
四
七
〜
四
八
箇
所
程
あ
っ
た
が
、
漁
業
者
も
減
り
、
少
な
く
な
っ
て
い

る
。

（
６
）　

沖
と
丘
場
の
二
箇
所
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
７
）　

多
く
の
漁
村
で
「
昭
和
初
期
に
は
、
魚
見
山
に
は
小
屋
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

（
８
）　

魚
見
に
は
目
の
良
い
も
の
が
選
ば
れ
た
が
、
多
く
の
漁
村
で
経
験
を
積
ん
だ
年
配
の
漁
師

が
勤
め
て
い
た
。
野
北
で
は
、
漁
戸
を
一
号
、
二
号
の
組
に
分
け
て
互
い
に
漁
獲
を
競
っ
て

い
た
が
、
魚
見
も
二
組
に
そ
れ
ぞ
れ
お
り
、
早
く
魚
群
を
見
つ
け
る
か
を
競
っ
た
。

（
９
）　

博
多
湾
沿
岸
地
域
で
は
、
前
近
代
か
ら
近
代
と
類
似
し
た
石
錘
の
生
産
・
流
通
の
シ
ス
テ
ム

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
に
は
、
長
崎
県
西
彼
杵
半
島
産
の
滑
石
製
石
鍋
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
石
錘
を
再
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た
（
楠
瀬
・
夏
木
二
〇

〇
八
・
二
〇
〇
九
）。

（　

）　

滑
石
は
、
爪
で
も
は
が
せ
る
程
、
柔
ら
か
い
の
で
、
非
常
に
加
工
に
適
し
て
い
た
。

１０
（　

）　

石
錘
は
土
錘
に
比
べ
て
重
く
、
網
に
つ
け
て
も
土
錘
よ
り
も
少
な
い
数
で
す
ん
だ
。
網
に

１１

よ
っ
て
は
、
網
の
端
に
の
み
石
錘
を
つ
け
て
、
内
側
に
は
土
錘
を
つ
け
、
併
用
す
る
場
合
も

あ
っ
た
。

（　

）　

石
錘
の
耐
久
年
数
は
約
十
年
。
片
側
が
こ
す
れ
て
く
る
と
向
き
を
変
え
て
使
っ
た
。
土
錘

１２

の
よ
う
に
破
損
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（　

）　

一
方
で
、
す
で
に
溝
は
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
人
も
多
く
、
使
用
法
が
固
定
化
さ
れ
て
い

１３

く
過
程
で
、
使
う
側
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
温
石
」
は
今
津
発

祥
（
江
戸
期
）
の
カ
ナ
ギ
網
に
主
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
漁
法
・
網
の
導
入
に
伴
っ
て
広
が
っ

て
い
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

服
部
英
雄
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
、　
　
　
　
　
　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

楠
瀬
慶
太
（
高
知
新
聞
社
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
研
究
協
力
者
）

（
二
〇
〇
九
年
七
月
一
五
日
受
付
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
三
日
審
査
終
了
）
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In Part 1 （Navigation techniques and folk wisdom/tacit knowledge）, I consider navigation techniques based 

on information found in medieval literature. First of all, I thought about the meaning of the phrase “Japanese do 

not voyage in the night” in the report by a missionary called Almeida （a letter written on November 17, 1563）. Al-

though this only means the same as ‘they do not work during the nighttime,’ in general, people who navigated 

ships avoided doing so at night. If the occasion demanded, they navigated waters during the night, but this car-

ried risk. Secondly, I examined “Takakurain Itsukushima Gyokoki” written in the 4th year of Jisho （1180）. In the 

case of a noble, night crossing was not carried out. Crossing in the night involved risk. Navigation techniques ob-

serve the current and are adjusted time accordingly. However, if you always leave port in the morning, it is pos-

sible to experience an adverse current temporally. On these occasions, rowing power by men was used to move 

along a coastal current （countercurrent）, a weak current or a partial tide.

Oowada Shigekiyo wrote the Diary in the third year of Bunroku （1593）, he traveled by the ship from Nagoya 

（Hizen） to Nagasaki. He wrote in his diary, they did not go on a voyage at night.

Voyages from Ise Bay seen in “Tokitsugu-kyo Ki” crossed along the current in a short period of time in prin-

ciple. However, it was impossible to reach within the time recorded in the diary on the speed of the current 

alone. So, wind power and manpower were needed. In the case of north-south traffic within the Bay, as voyages 

took a long time, it was impossible to pass within this time when the current was favorable. They were forced to 

navigate during an adverse current.

In the latter half of Part 1 and Part 2, tide and geographical names, obtained from interviews with locals, in 

the sea are reported, more specifically: （1） beach/rocky shore, （2） cape, （3） seamount and （4） shoal in 

Kasuga, Hirado-shima in Nagasaki prefecture and Itoshima peninsula in Fukuoka prefecture respectively.

There are un-transcribed geographical names, such as shoals which are always underwater and which are not 

published on maps （some of them are displayed on marine charts）. These geographical names located at sea are 

all necessary in the fishing industry including yamami, and masuami （fixed net fishery）, and are integrated in 

folk wisdom （fishing techniques）. In reality, however, these also involve some individual wisdoms which are not 

openly disclosed to others and shared.

Key words: navigation technique, Takakurain Itsukushima Gyokoki, Tokitsugu-kyo Ki, shoal, yamami

Sea and Folk Wisdom/Tacit Knowledge

HATTORI Hideo （Part 1） and KUSUNOSE Keita （Part 2）


